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他の教科指導においては、家庭科や理科などの関連教科や道徳、特別活動、総合的な学習の

時間の指導と関連を図りながら、単に、知識を教え込むだけではなく体験活動等を取り入れる

など各学年に応じた指導の工夫を進めている。 

特別活動においては、健康に関する内容について、教科での学習や日常生活などで得た知識、

理解などを実践する場として具体的な指導をしている。 

平成17年度は、「自分の思いを自分自身の言葉で表現できる子どもを目指して」として、国

語科の話すこと、聞くことの指導を重点に研究を進めている。また、生徒事例研究会を持ち、

児童一人一人の理解と不適応の早期発見等の研修を深めている。 

② 学級活動 

教師間の共通理解のもと、年間計画に沿って楽しい授業を工夫している。 

ア いのちを大切にする性の指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【３，４年生テイーム・テイーチングによる指導】 

イ 歯科保健に関する指導 

ウ 安全、食に関する指導 

○不審者、声かけ事案等に対する防犯教室の開催やス

キル学習 

③ 保健指導 

ア 生活習慣の振り返りと実践 

    ～生活リズムのくずれは、心と体をこわすもと～ 

○生活リズム、テレビ視聴、ゲーム時間調査の実施 

○「うべつの子カード」の活用 

○すくすく家族会議の開催 

○はだし運動15年 ※資料２ 

イ 食育に関する実践 

○給食時間における栄養指導（栄養のちえ袋の活用） 

○総合的な学習の時間での活動（25時間） 

うべつの子カード
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○食育センターとの連携、協力 

○仲良し給食会の実施 

親子で学校給食（４月）、青空給食（５月）、祖父母ふれあい給食（９月） 

感謝給食会（12月）、６年生との思い出給食会（３月） 

ウ う歯予防活動 

治療の遅れや意識の改善をねらいに、学校と家

庭がともに児童のう歯予防活動に取り組みＤＭＦ

歯数改善が徐々に図られてきている。 

○ すくすく教室の開設 

○ 学級活動を中心にした指導（６月） 

○ う歯治療の計画の確認 

○ かみかみ運動（年間を通して）と咬合測定

（年２回） 

○ 親子歯みがきカレンダーと歯みがきチェック 

○ 年２回の歯科健康診断（春、秋）と治療勧告 

○ 給食後の全校歯みがき（年間を通して） 

○ 歯科に関する図画、ポスター、標語コンクールへの取り組み（６月） 

④ 児童保健委員会 

○ 健康検査（月毎に1週間） 

○ 歯みがき名人コンテストの開催（年２

回） 

○ 豆つかみ大会、ぞうきんしぼり大会、 

  りんご皮むき大会の開催 

○ 学校保健委員会での発表 

⑵ 保護者、地域との連携 

① 学校保健委員会 ※資料１ 

学校保健委員会は、学校三師や保護者代表、ＰＴＡ役員、児童、教職員のメンバーで構成さ

れ、ＰＴＡ全体に関わる講演会等は、学校保健委員会の開催としているので年間５～６回とな

る。 

平成17年度の重点は、「身近な食材とバランスのとれた食事を考えよう」である。 

講話会→実習→家庭実践を計画し、日常実践をめざした。 

② 一戸町学校保健会との連携（研究大会での発表や参加） 

③ 食育センターとの連携 

○総合学習で育てた地域の特産物レタスを給食の食材に利用 

○講話会講師、指導資料の提供 

6年生一人平均永久歯う歯数 

（ＤＭＦ）の年次推移 

平成14年  ３．００本 

平成15年  １．８３本 

平成16年  １．７０本 

平成17年  １．３３本 
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○セレクト給食の実施 

○希望献立の導入 

④ 地域との連携 

ア 地区民による手づくりの宇別クロスカントリースキー大会の開催 

本大会は、初心者から参加できる少年の大会として知られ、他市町村からの参加も合わせ

ると200名ほどの参加者である。学校は、事務局を担い大会成功に向けて側面から支援を行

っている。 

【成果】○活動の成果を発揮する場として意欲的に練習できる。 

    ○体力の向上、粘り強さ、向上心が見られる。 

    ○地域の連帯感を強める一助となっている。 

    ○生涯スポーツとつながっている。（卒業生の各種大会での好成績） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 家庭教育学級の開催（心を育む活動を中心に） 

○親子読書と親の読み聞かせ会 ※資料２ 

○お茶会や祖父母学級の開催 

４ 成果と今後の課題 

学校教育目標の具現化を目指し、保健、安全、給食、清掃指導等を計画的に推進することができた。

教職員共通理解のもと、家庭、地域、学校医等との連携を図ることで、健康で心身ともに健やかな児

童が育ってきている。現在、不登校児童や長期欠席児童もなく、ＤＭＦ歯数や高度な肥満傾向児も減

少してきている。 

今後も、子ども自身が自ら、自分自身の健康について関心を持ち、改善、向上しようとする意識を

高め、実践する力を育んでいきたいと考えている。 
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平成17年度学校保健委員会                         【資料１】 

テーマ『身近な食材利用とバランスのとれた食事を考えよう。』 

 議 題 主な出席者 
所要 

時間 
主 な 成 果 

第 

１ 

回 

親子で給食試食会の

開催 

全校児童 

保護者 

教職員 

45分 ・全校の保護者が、児童と一緒に給食を食

べることで、食べ方や味、量など家庭で

の食に参考になった。 

（感想、意見を食育センターに届けてい

る。） 

第 

２ 

回 

・児童保健委員会の

活動紹介 

・平成17年度の活動

計画について 

・平成17年度定期健

康診断結果につい

て 

学校医、学校 

歯科医、学校 

薬剤師、会長、

副会長、厚生部

長、厚生委員、

校長、教頭、教

務主任、生徒指

導主事、保健主

事、養護教諭 

１時間

20分 

・児童の日常活動について指導と励ましを

いただき活動の意欲につながった。 

・今年度の活動について、学校医、学校歯

科医、学校薬剤師からご意見ご指導をい

ただき、親の意識、健康観の重要性を再

認識できた。 

・食育を考えるとき、保護者の栄養に関す

る知識や身近な食材を利用しての調理等

家庭での実践も欠かせないことから、講

話会→実習→家庭実践まで計画した。 

第 

３ 

回 

講話 

「家族の健康を育む

食事」 

５，６年児童 

保護者 

教職員 

１時間

30分 

・講師に一戸町食育センター主任学校栄養

士猿舘たゑ子氏を招いて、栄養の大切

さ、バランスを考えた食事について学ん

だ。 

第 

４ 
回 

学校統合に向け、子

どもの「いのち、か

らだ、こころ」につ

いて考えよう。 

 

第２回同様 １時間

 

りんごの皮むきが

ウオーミングアップ

 

第
５
回 

「身近な食材で、お 

いしく食べよう！」 

希望した親子 

 地域の方 

 教職員 

２時間

 

【メニュー】ライスグラタン、鶏のサッパ

リ煮、ごぼうサラダ、かぼちゃサラダ 

・簡単でおいしく、早速家庭で実践した。 

第 

６ 

回 

・児童保健委員会の

活動紹介 

・平成17年度事業 

 報告と反省 

第２回同様 １時間

30分 

・宇別小学校最後の学校保健委員会という

こともあり、児童からは映像による活動

の振り返りと健康力の向上が発表され

た。 

・統合を前に「宇別の文化を持ちこんでほ

しい、あたり前をあたり前に統合先でも

やってほしい。」等活発な意見交流がな

された。 
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はだし運動15年      【資料２】 

《ねらい》はだしで足底部の皮膚に様々な刺激を与えながら足でしっか

り踏ん張って歩くことにより、その発達を促し、さらに、丈

夫で健康な児童の身体つくりを目指す。 

ア 身体の安定したバランスコントロール機能の増成 

イ 土ふまずの形成の促進 

ウ 足の関節、筋肉、じん帯及び心身の鍛練 

心を育む活動『ＰＴＡ正会員による読み聞かせの会』 

１ 実施方法 

・正会員のお母さん全員が行う。 

 （平成17年度からは、お父さんも参加） 

・月に一度、学校で行う。（７月～12月） 

・時間は、13時05分～13時30分。（昼休み） 

２ 読み聞かせの実際 

【めあて】○子どもたちの表現力や、豊かな創造力を高め、新しい世界の出会いによって、豊かな人

間性を育てる。 

     ○親子読書や読み聞かせを通して、親子のふれあいを深める。 

     ○読書の楽しさや面白さを味わわせる。 

【平成16年度】 【平成17年度】 

第１回 「モチモチの木」 「月がくれたきんか」 

第２回 「おかあさんの木」 「あるはれたひに」 

第３回 「花さき山」 「たいせつなきみ」 

第４回 「かたあしダチョウのエルフ」 「うさぎのくれたバレーシューズ」 

第５回 「ないたあかおに」 「すてきな３人ぐみ」 

第６回 「スーホーの白い馬」 「よだかの星」 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          【児童も読みきかせに挑戦】 

３年生の６月

６年生の６月
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“いのち”を大切にし、豊かな心と健やかな体の子どもを育てる 

健康教育の実践 

 

山形県西川町立睦合小学校 

 

１ 学校紹介 <本校の概要> 

山形県西川町睦合は、西川町の東端に位置し国道112号線地区内を横断、寒河江市との境である。

学校の目の前に、国道を隔てて睦合公園と寒河江川がある。学校規模は、学級数６学級、児童数75名、

職員数14名の構成の小規模校である。恵まれた環境を生かし、多岐にわたるスポーツ活動や地区民あ

げての体育的行事を行うなど、学校・家庭･地域が一体となった健康教育・環境教育の推進に積極的

に取り組んでいる。 

 

 

 

    

 

 

 

 

２ 健康教育の状況 

１）学校教育目標に、｢かかわる力と豊かな心を持ち、明るく前向きに自分を高める子どもの育成｣

を掲げ、思いやりのある子ども、進んで学ぶ子ども、体をきたえる子ども、仕事を見つけて働く

子どもの育成に努めている。 

２）健康教育を教育計画に位置づけ、学校教育目標を受けて“心”「こころを育てる場」（思いや

り・あいさつ･花いっぱい・奉仕）“技”「楽しく学ぶ場」（授業の充実・２期制･読書）“体”「た

くましさを育てる場」（教科体育・遊び・スポーツ大会）を重点として取り組んでいる。特に、

“いのち”の教育に重点をおき、性教育・安全教育・食育・喫煙防止教育の充実を目指すととも

に、教科体育の充実に力をいれ、基礎体力作りにも着目した指導を行っている。また、健康増進

や体力向上にも配慮し、遊びの奨励に力を入れている。 

３）教育計画をよりよく実践するために、教員はもとより児童と一体になった活動（児童体育保健

委員会活動の活発化）を多く取り入れると共に、地域や保護者と一体となった活動（学校保健委

員会・母親委員会活動）の充実に努めている。また、日々の健康教育の記録を充実させ、翌日へ

のステップとしている。さらに、月・ステージ･学期毎の反省と評価を行い、次学期への指導に

役立てるなどの具体的配慮にも心がけている。 
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３ 学校保健計画 

１）学校保健計画の考え方として、「いのち」に着目した健康教育を展開し、「いのち」を大切にす

ること、輝きながら生きること、生きていることに意義があり、生まれてよかったと感じること

のできる指導計画の作成をしている。 

 また、県教育目標・学校教育目標に沿った重点目標を設定している。地域や児童の実態を十分

に把握し、それらを基にして保健安全計画を作成するとともに、今、社会で問題になっている出

来事にも注目することを考慮に入れている。また、校内だけでなく、家庭・地域への発信に力を

入れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 健康教育の推進体制 

１）職員の推進組織としては、健康指導部を中心にして健康教育について教職員全員が共通理解に

たって取り組んでいる。また、ＰＴＡ保体部の学校行事への参加も積極的である。相撲大会や運

動会をはじめとし、学区の先輩たちが行事に関してのしきたりや作法、技法を伝授・指導してく

れている。その中で関わりや交流が持たれており、それらはかけがいのないものとなっている。 

２）学校保健委員会の充実が、家庭や地域における教育の大きな原動力となっている。また、母親

委員会の活動も家庭（保護者）への大きな影響力となっている。これらの活動が、町への影響へ

と連動している。 

３）生徒指導部だより“きずな”や保健だより“いのち（生きる）”の効果的な作成と配布により、

家庭・学校の連携をよりよいものにしている。 

５ 取り組みの概要 

１）“いのち”を大切にし、豊かな心と健やかな体の子どもを育成するために、児童の輝きを追及

する（２学期制４ステージの流れの中での児童体育保健委員会活動の活発化）学校保健委員会の

充実を図る（拡大学校保健委員会）、PTA母親委員会活動の充実を図る、遊びと運動の好きな子ど

もを育てる、地域の特性を生かした体育経営などに重点を置いている。また、“食育”推進にも

積極的に取り組んでいる。 
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<経営内容の構想図> 

「心・技・体の一致」を学校経営の柱に、家庭・地域と共に育む学校 
 
 

「心・技・体」の一致 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『めざせオンリーワン！』  輝け１５０の瞳！ 

   教 科 ・ 総 合 的 な 学 習    

 

 ＜親子奉仕作業＞   ＜地域講師＞   ＜地域スポーツ＞ 

    「資源回収」         「六愛太鼓・大黒舞」      「相撲大会」「区民運動会」「区民雪上運動会」 

 

 

                 〈家庭･地域･学校が共有する目標〉 

学校(勉強)が好き ⇔ 友だち(自分)が好き ⇔ 睦合(地域)が好き 

 
 

 

６ 取り組みの内容、方法 

１）“いのち”を大切にし、豊かな心と健やかな体の子どもの育成をめざす 

（“いのち”輝く人間の育成） 

① 出会いや関わりの中から、“いのち”の尊さや“いのち”についての意識や知識を広げる。 

② 自分の身の回りの人々に直接会い、体験や現在の生き方への思いや考えを聞きまとめる。 

③ 新聞記事から、自分の身の回りでの輝いて生きている人たちを知り、その生き方を手本や目

標にして、生き方を学ぶ。

家庭・地域との連携 睦合子供見守隊 

  心   

「思いやり」 

・あいさつ 

・花いっぱい運動「しばざくら」

・体験活動と交流・奉仕活動 

 『省エネルギー教育の推進』 

  体   

「体 力」 

・教科体育 

<基礎体力作り> 

・わんぱくタイム 

・健康教育と体位体力の向上 

・相撲大会 一輪車 

・スポ少活動 

  技   

「学 力」 

・授業で勝負 

・２学期制の充実 

<基礎基本の充実> 

<個別学習> 

・全校読書 
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―教育に新聞を取り入れるーを取り入れた保健室経営― 

・Ｈ14・15年度の実践指定校の活動以来、継続して実践に取り組んでいる。 

・現在は新聞を読むことや活用することから、新聞を作ることにも意義を見出している。 

 

 

 

 

 

 

 

・『全国わくわく新聞コンクール』優秀賞 

・『東京ビデオフェステバル』   入選 

・『自作視聴覚コンクール』県優秀賞 

２）児童の輝きを追及する（児童体育保健委員会活動の活発化） 

２期制４ステージの流れの中で 

・「出会い」（わくわく）・「挑戦」（いきいき）・「創造」（きらきら）・「発展」（ぐんぐん） 

① 児童の挑戦力・創造力などの能力を引き出す。 

・次への発展につながるよう支援する。―新聞作りやビデオ製作を通して育成― 

② 調査活動での実態把握と発表で意識の高揚 

・『“いのち”のアンケート』実施とまとめを全校児童に発表する 

③ 保健研究発表会への積極的参加 <平成１６年度>  

・『“いのち”のアンケート』結果から 

・『いのちを考える』新聞作成発表  ・『いのちを考える』ビデオ作成発表 

３）学校保健委員会の充実拡大学校保健委員会 

① テーマを決めての年間を通した取組みと継続年度での実践 

・『たばこと健康』H14・15年度   ・『性について考える』H16・17年度 

・『子どもを取り巻く環境の問題』Ｈ17年度 

       （地区内最初の校内・敷地内禁煙の実施・地区公民館の分煙へ） 

          校医による多大なる指導や助言と学校長の決断が効を奏している。 

② 地域の方や看護学生など、広く地域や家庭・学校保健関係者を加えて、各分野との連携のと

れた健康教育を実施している。 

N I E
エヌ アイ イ

 （Newspaper In Education） 
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     校医による授業  (各年度定例化)     性教育授業  町内保健部会の公開授業研究会 

４）ＰＴＡ母親委員会活動の充実 

① 『性を考える』をテーマに、研修会の企画と運営を

主体的に行っている。 

② アンケートの実施やまとめをし、積極的にテーマに

迫るよう運営している。 

③ 感想文や活動のまとめを冊子にし、全体に広げるな

ど有効活用している。 

④ 学校保健委員会で報告・発表している。 

     活動を起動し、翌年度へ継続する。 

⑤ テーマの他にも、授業参観日に保護者と児童が一緒にできる研修なども企画。運営している 

 研修会（講座・協議） 「ハーブ教室」（母親委員会主催） 

       ・本年度は継続２年次（７月２日研修会） 

５）遊びと運動の好きな子を育てる 

『わんぱくタイム』の位置付け 

・毎週水曜日昼休み（40分間）に実施している。子ども

たちはとても楽しみにしている。児童会の計画委員を

中心に、全校児童で遊んだり（全校鬼ごっこ・工夫し

たドッジボール・全校リレー・雪遊び等々）に工夫して遊んだりすることで、遊びや運動が大

好きな子どもに育ってきている。外遊び・他学年との遊び・男女混合遊びの奨励にも心がけて

いる。 

 一輪車  ―１人１台の１輪車― 

・全児童が乗れるよう取り組んでいる。その結果地区

陸上大会や運動会でも粘り強い走りをすることがで

きた。 

６）地域の特性を生かした体育経営 

 相撲大会   地区民合同運動  

・今年で67回目の伝統ある相撲大会である。 
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・全児童が相撲の技や「しこ」「そんきょ」など相撲独特の作法も身につけた。（体育の時間・朝

の活動の時間）。 

・「横綱土俵入り」「三役揃い踏み」「弓取り」や行事・呼び出しの作法や技法については、「地域

の顧問の先生」（６人）から放課後、指導を受け習得し向上させている。 

・相撲は、睦合の宝である。 

 水の学校（カヌー教室）  

・町のスポーツ振興係の協力のもと、１・２年の低学

年はプールで、３・４年生の中学年は長沼で、５・

６年生の高学年は月山湖で行っている。 

 区民雪上運動会  

 クロスカントリーと雪の学校（スキー教室） 

・恵まれた雪を利用し、体育教科やクラブの時間にク

ロスカントリースキー（３年以上）に取り組んでい

るを取り入れている。 

・地区民あげての雪上運動会であり、大盛会である。 

・地区民と合同の運動会は盛り上がりが素晴らしい。 

・地域に密着した種目や競技で、地域の人々や先輩と 

の交流が盛んにできる。児童にとっては世代を超えた人々

とのかけがいのない体験である。 

７）町の“食育推進教育”とタイアップして、食育にも力を入れている。 

 誕生日給食地産地消の実施  

・毎月該当の児童・教職員は、名前に込められた父

母の願いや小さかった頃の話などをしながら、校

長室で会食をする。 

 心を育む給食週間の設定  

・12月に設定する。食の大切さについての意識高揚

を図るとともに､思いやりの心や豊かな心を育む

ように努めている。 

 親子給食の実施  

・１・２年生で実施する。保護者に給食の状況を見てもらうとともに一緒に会食し､親子ともに

食への関心を持てるように努めている。 

・命の元である食を大事にとらえ、健康な体をつくる食生活にするための活動を推進している。 

・地域の食材を活用することに努め、安全でおいしい給食に心がけている。 

・食に対する感謝の気持ちを忘れず、「ごちそうさま」「ありがとう」の気持ちがいつも心に持て

るようにする。 
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・食の大切さについての意識の高揚を図るとともに、思いやりの心や豊かな心を育むように努め

ている。 

・「いのちの教育」ともかかわって、教科以外でも意図的に場面を設定している。 

・給食のおいしさは大好評である。保護者の評判もよい。 

７ 成果と課題そして展望 

＜成果＞・本校の健康推進教育の取り組みは、明らかに児童の創造力や挑戦力の育成につながって

きている。学校生活の中で、自らすすんで「○○をしたい」「自分がやります」などの

積極的な姿勢も多くみられるようになってきている。 

・取り組みの成果は、対外大会（陸上記録会・水泳記録会など）での結果としても明らか

に出てきている。 

・多くの対外的な行事（保健研究発表会・視聴覚教材コンクールなど）への参加への体験

は、人間育成に大きく役立っていると思われる。 

＜課題＞・今後も児童自身が自分の健康課題に気づき、「自分のからだは自分がつくる」という自覚

と認識のもと、健康づくりの実践ができる児童の育成をめざしていかなければならない。 

・学校・家庭・地域の連携を密に図りながら、地域の健康の発信地として健康教育を推進

していかなければならない。 

・いのちを大切にし、生を受けたことに感謝する心をもち、人は一人では生きて行けない、

協力し支えあって生きていかなければならないことを感じ、実践できる子どもの育成に

努めること。 

＜展望＞・ＮＩＥ（エヌアイイ）－新聞を教育に活用する－ については、今後もなお一層学校経

営・保健室経営に取り入れ、児童の活字に対するこだわりを育成し、また児童自身の 

“いのち”“生きる”ことや、社会に対する関心の高揚に努めていきたい。 

・町の「食育推進指定」とタイアップしての、“食育”について、現在の取り組みを土台

にし、なお一層の充実を図りたい。 

・本年度は「省エネルギー研究推進指定校」（環境教育）として申請し活動をスタートし

ているところである。広い意味での健康推進教育の一環としても、全校・家庭・地域を

あげての取り組みを推進している。 

 

 

 

 

 

 

 

－ 64 －



－65－ 

 

自ら進んで健康で安全な生活をしようとする、 

心と体のバランスがとれた子どもの育成 

 

山口県長門市立向陽小学校 

 

１ 本校の概要 

本校は、山口県の北部、長門市の南部に位置し、ホテルや旅館が立ち並ぶ名湯湯本温泉を校区に持

つ。温泉街をはさんで、農村地域が南北に広がっている。 

校区には約350年の伝統を持つ萩焼深川窯があり、陶芸の里としても知られている。毎年、地元窯

元さんを講師として招聘し、全校児童が萩焼づくりに挑戦し、本校に設置している登り窯で素焼き・

本焼きを行い、作品作りに取り組む等、特色ある活動を展開している。 

全校児童は84名で、単学級の小規模校である。児童は明るく素直

で、６年間同じメンバーで過ごすため、家族兄弟姉妹のように仲が

よい。保護者、地域の方々は学校教育に対する関心が高く、何事に

対しても大変協力的である。 

健康教育推進への関心も高く、学校・家庭・地域社会が一体とな

って取り組む環境が整っている。 

 

２ 学校経営における健康教育について 

本校の学校教育目標は、「自ら学ぶ意欲をもち、社会の変化に主体的に対応できる心豊かなたくま

しい向陽っ子の育成」であり、「よく考える子」「思いやりのある子」「たくましい子」をめざす児童

像として掲げている。 

さらに学校経営方針の中に「心の教育を中核とした人間性豊かな児童の育成をめざす教育活動を展

開する」という内容を設定している。これは、子どもたちの心と体の健康を重点課題として取り組ん

でいこうという思いからである。 

このことを受け、学校保健目標は「自ら進んで健康で安全な生活をしようとする、心と体のバラン

スのとれた子どもの育成」とし、すべての教育活動の中で、子ども自身による主体的な健康づくりを

支援することによって、子ども一人ひとりの健康課題を解決していきたい

と考えている。 

本年度の学校保健の努力点は、「自分の健康は自分でつくる」であり、 

体の健康として、手洗い、うがい、歯みがき、薄着、外遊び 

心の健康として、あいさつ運動、ふれあい班活動に、積極的に取り組

んでいる。 
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３ 学校保健（安全）年間計画作成にあたって 

ヘルスプロモーションを基本理念に、学校教育目標の具現化に向け、前年度の活動評価と問題点を

基にし、子どもたちの健康状態（発育、疾病罹患、治療状況、その他、各種保健統計より）、学校環

境衛生の状況、学校生活、家庭生活、社会生活における問題点等の情報収集と分析を行い、作成する

よう心がけている。 

学級活動における健康教育では、保健・安全・給食・性教育を柱とし、その中でも特に、歯と口の

健康、性教育、薬物防止教育については、保護者・関係機関との連携を考え、地域の専門家を講師に

招聘し、ＴＴの授業を取り入れ、それを一般公開するよう計画を行っている。 

また、子どもたちが校外生活の中においても健康な生活が送れるよう、ＰＴＡや地域社会の保健活

動を学校保健（安全）年間計画の中に位置づけ、連携した活動を行えるように配慮している。 

 

４ 健康教育の推進体制 

学校保健担当者だけが学校保健に携わるのではなく、児童・全教職員・保護者・地域社会の人々と

協力・連携して、推進していくことが重要である。そこで、下記のような発達段階に応じた目標を設

定し、小学校段階のおける６年間で身につけるべき内容を明確にし、教職員はもちろんのこと、児

童・保護者・地域社会の人々が共通認識の基に、取り組んでいけるように工夫している。 

 

 目          標 

低学年 
自分の健康に関心をもち、健康な生活に必要である基本的な知識

や習慣を身に付ける。 

中学年 
身体の健康的な発育に関心をもち、健康と安全な生活の習慣を身

に付けるとともに、進んで取り組もうとする態度を身に付ける。 

高学年 
心身の健全な発達に関心をもち、より健康で安全な生活を築いて

いこうとする態度を身に付ける。 

 

５ 具体的な取り組み 

１）学校保健委員会 

学校保健委員会は、学校保健について認識と理解を深め、子どもの健康生活の実態を知り、生

活の様子を振り返り、見直す機会である。毎年、テーマについては、子どもの実態・日々の子ど

もたちのつぶやきや思い・教師の願いを基に考え、本年度は【「見つめようからだとこころ」～

自分をまるごと好きになろう～】と設定し、年３回のうち２回は『健康生活パワーアップ委員

会』という名称で開催している。 

① 第１回目では、本校の子どもたちの気になる点や、子どもにかけ

る言葉がけ等、子どもの心とからだの健康について、長門健康福祉
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センターから２名の講師を招聘し、保護者・教職員を対象にグループ討議を行った。 

《参加された保護者の感想》 

 

 

 

 

② ２回目は、１月の参観日に性教育授業参観（５校時）後、健康生活パワーアップ委員会を開

催した。 

ア 性教育の授業内容については、年間計画に基づき各学年の児童の実態、発達段階に即した

ものである内容とし、保護者に、学校での性教育の考え方や取り組み方について『授業参観

のしおり』を配付し、正しく理解してもらうとともに、家庭での性教育の大切さを働きかけ、

命の大切さについて、家庭、学校、地域と共に学びあう機会としている。 

 

 

 

 

 

 

イ 健康生活パワーアップ委員会については、ストレスの多い中で、その反応を抑えるかなく

すことが必要で、自分でできるコントロール法を体験活動を通して知ることが出来るように

した。自分でストレス反応をコントロールする方法には二つあり一つはストレス反応を積極

的に抑える技法「リラクセーション」の技法を身につけること。二つめは、ストレス反応が

でている状態を運動などによって解消する技術「アクティベーション」を修得することであ

り、大きく三コーナー（【アロマ＆ハーブでリフレッシュ（アロマセラピー）】【音の世界か

ら（音楽療法）】【ストレス解消運動（健康体操）】）を設け、全校の子どもたちと保護者を対

象に、事前に希望調査を行い、選択性の体験活動を実施した。 

自分達の生活を振り返り、よりよく生きていこうとする力や、地域の専門家を講師として

招聘し地域に結びつくことをねらいとしての開催である。講師としては、地域の専門的立場

の保健師、助産師等招聘し、テーマを『心の健康について』として行った。 

 

 

 

 

 

 

「普段気がついていない子どもへの言葉が一方的で単一であることを改めて認識できま

した。自立の時期で、親との距離をとろうとしている我が子と戸惑っている親と、共に

成長していくために今回の委員会に参加できてよかったです。」 

助
産
師
・
妊
婦
さ
ん
を

講
師
に
招
聘
し
た
授

業
。 妊

婦
体
験
を
実
施
。

アロマセラピー 音楽療法 健康体操 
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２）食に関する指導 

今、食を通しての健康づくりが重視され学校給食もその一翼を担

っている。 

本校の給食は自校給食で、地域の特産品・季節感のあるものや行

事食をふんだんに取り入れるとともに、多様な食品を使用し、料理

形態も工夫している。子どもたちに食について興味・関心を向けさ

せるため、食に関する放送をしたり、子どもが考えた献立のお楽し

み給食、バイキング給食、リザーブ給食等を実施したりしている。 

また、給食をお弁当箱に詰めて、縦割り班で食べる場所を決めて食事をしたり、席を縦割り班

に分けたりし、異年齢の交流を図り、心のふれあいを大切にし、その雰囲気を楽しむという時間

を設定する等の工夫も行っている。 

本校はランチルーム給食で、全校の子ども、教職員が一堂に会することができ、この場を利用

し、衛生管理の徹底や、マナーについて一斉指導を実施している。 

子どもたちへの指導だけでなく、給食だよりには、栄養指導に関する情報を載せ、家庭への啓

発活動に取り組み、各方面から情報を取り入れながら保護者の協力を呼びかけている。 

また、１月の学校給食週間時には、市内で養鶏組合を経営されている方や農作物を生産されて

いる方を給食に招待し、生産に関するお話を聞きながら給食を共にしたり、給食調理員さん等給

食に関わる方への感謝を表す会を開催したりし、食への関心を高める指導の充実を図っている。 

 

３）体力づくり 

教科体育については生涯体育を年頭におき、運動に親しませながら健康の増進と体力の向上を

図っている。どの子どもにもできる喜びを味わうことができるよう授業を展開している。また、

ねばり強く学習に取り組めるよう、毎時間一人ひとりにめあてを持たせるようにしている。副読

本「わたしたちの体育」の積極的な活用もその一つである。 

教科外体育については業間時間を活用し、２学期に実施する校内持久走大会に向けて持久走の

練習をしたり、３学期の縄跳び集会に向けて縦割り班に別れて練習をしたりしている。また、保

健体育委員会の企画のもと、１学期にスポーツミニ集会の開催、３学期には縄跳び集会の司会進

行を行う等、子どもたちの企画・運営にも力を入れ、自らの健康保持への意識化を図っている。 

さらに、休み時間における外遊びを全校的に推進し、ほとんどの子どもたちが外で元気よく遊

ぶ姿を見ることができる。 

地域社会による体育活動との連携についてはスポーツ少年団活

動及び市の行事である体育祭や、青海島マラソン・市内駅伝・相

撲大会等への積極的参加を促している。反面、過度の運動をしな

い、安全面には十分配慮する等、考慮している。 

 

給食調理員さんへ感謝

校内持久走大会
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４）｢心の健康｣のための活動（心身障害児の指導を含む） 

本校は、郷土長門市が生んだ童謡詩人金子みすゞさんの詩にふれ、優しい思いやりの心を学び

続けており、人を思いやる心や生命を大切にする心の育成を全ての教育活動の基盤と考えている。

そのため｢心の健康｣・教育相談等には特に力を入れて取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 成果と今後の課題 

業間時間・昼休み等、ほぼ全員の子どもたちが運動場でよく活動している。また、給食後の歯みが

きの習慣化もできてきた。様々な活動の中で見せる活き活きとした子どもたちの姿から「自分の健康

は自分で守ろう」という意識の高まりを感じている。また、学校保健委員会への保護者・地域の方の

参加も多数あり、健康教育に対する関心が高まっている。今後も、いのちを大切にする心、自らの心

と体を健康にしていこうとする意識を高めることをめざし、着実に実践を進めていきたいと考えてい

る。 

 

① 個を認め、伸ばす学習指導と学級経営の充実 

② 道徳教育の充実・・・金子みすゞさんの詩とのふれあい（みすゞさんの詩をもとに全校

でお話会を実施） 

③ 活性的な活動の推進・・・縦割り班活動等 

④ 環境教育による学校づくり・・・クリーン作戦、一人一鉢等 

⑤ 望ましい生活態度の育成 

⑥ ｢仲間づくり｣のための生徒指導体制の充実・・・アンケートや教育相談の実施 

みすゞさんの詩をもとにしたお話会の様子 
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平
成
1
7
年
度
 
学
校
保
健
年
間
計
画
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
長
門
市
立
向
陽
小
学
校
 

保
 
健
 
管
 
理
 

保
 

 
健

 
 

教
 

 
育

 

保
 

健
 

学
 

習
 

保
 

健
 

指
 

導
 

項 目
 

 月
 

 

目
 

標
 

学
校

保
健

 

関
係

行
事

 
心

身
の

管
理

 
生
活
の
管
理
 

環
境
の
管
理
 

保
 

健
 

○
は
学
年
 

関
連
教
科
 

○
は
学
年
 

□
は
教
科
 

 

道
 

徳
 

○
は
学
年
 

□
は
指
導
内
容

学
 

級
 

活
 

動
 

○
児

童
の

活
動

 

・
日

常
、

個
別

指
導

 

 

組
織

活
動

等
 

 ○職
職

員
保

健
部

会
 

○Ｐ
Ｐ

Ｔ
Ａ

保
健

体
育

部
 

○学
学

校
保

健
委

員
会

 

☆
地

域
・

保
護

者
と

の
連

携
 

４
 

自
分

の
体

を
知

っ
て

大
切

に
し

よ
う
 

・
入

学
式

 

・
始

業
式

 

・
大

掃
除

 

・
定

期
健

康
診

断
 

・
家

庭
訪

問
 

 

・
健

康
観

察
 

・
保

健
調

査
 

・
身

体
測

定
 

・
視

力
検

査
 

・
聴

力
検

査
 

・
尿

検
査

 

・
耳

鼻
科

検
診

 

・
歯

科
検

査
 

 

・
机

、
椅

子
の

適

正
検
査
 

・
手

洗
い

、
う

が

い
指
導
 

 

・
衛

生
、

安
全

点

検
 

・
大
掃
除
 

・
掃
除
計
画
配
布

・
安
全
点
検
 

 
①

み
ん

な
な

か
よ

し
生
活

 

④
住

み
よ

い
く

ら

し
を

さ
さ

え

る
。

社
会

 

④
ご

み
の

し
ま

つ

と
利
用
 

社
会

 

⑥
生
物
と
養
分
 

 
 

理
科

 

④
金
魚
の
死

生
 

 

１
年

・
た

の
し

い
給

食
 

全
校

・
健

康
診

断
の

受
け

方
 

 
 

・
給

食
と

マ
ナ

ー
 

○
各

委
員

会
発

足
 

○
手

洗
い

場
，

足
洗

い
場

の

点
検

と
整

備
 

○
飼

育
小

屋
，

花
壇

の
整

備

○
代

表
委

員
会

 

・
歯

み
が

き
指

導
 

・
清

掃
指

導
 

○職
・

組
織

編
成

 

 
・

学
校

保
健

計
画

の
検

討

と
確

認
 

 
・

保
健

だ
よ

り
の

発
行

 

○Ｐ
・

組
織

編
成

・
活

動
計

画

作
成

 

５
 

姿
勢

を
正

し
く

し
よ
う
 

・
定

期
健

康
診

断
 

・
修

学
旅

行
 

・
避

難
訓

練
 

・
ぎ

ょ
う

虫
検

査
 

・
内

科
検

診
 

・
定

期
健

康
診

断

の
結

果
と

事
後

対
策

 

・
健

康
相

談
 

・
悩

み
調

査
 

・
手

洗
い

の
徹

底

指
導
 

・
修

学
旅

行
の

事

前
指
導
 

・
危
険
物
の
処
理

・
蚊

の
発

生
予

防

と
駆
除
 

・
衛

生
、

安
全

点

検
 

 
④

「
か

む
」

こ
と

の
力

国
語

 

⑥
「

ふ
る

さ
と

の

衣
食
住
」
 

 
 

総
合

 

②
あ

お
む

し
が

ち

ょ
う
に

生
 

④
雨

の
バ

ス
停

り

ゅ
う
所
で

規
 

⑤
よ

み
が

え
っ

た

村
田
選
手

希
 

２
年

・
私

の
か

ら
だ

 

４
年

・
性

被
害

の
予

防
 

５
年

・
自

分
の

成
長

と
健

康
生

活
 

全
校

・
学

習
環

境
を

整
え

よ
う

 

 
 

・
身

の
ま

わ
り

を
清

潔
に

し
よ

う
 

○
代

表
委

員
会

 

○
委

員
会

活
動

 

・
歯

み
が

き
指

導
 

・
清

掃
指

導
 

 

○職
・

保
健

だ
よ

り
の

発
行

 

 
・

第
１

回
学

校
保

健
委

員

会
準

備
，

資
料

作
成

 

６
 

歯
を

大
切

に
し

よ
う
 

・
口

腔
衛

生
週

間
 

・
体

重
測

定
 

・
プ

ー
ル

清
掃

 

・
プ

ー
ル

開
き

 

・
新

体
力

テ
ス

ト
 

・
日

曜
参

観
日

 

・
学

校
保

健
委

員
会

 

・
宿

泊
学

習
 

・
疾

病
治

癒
勧
 

告
 

・
健

康
診

断
票

の

整
理

 

・
水

泳
前

健
康

診

断
 

・
健

康
手

帳
 

 

・
水

泳
時

の
安

全

指
導
 

・
梅

雨
時

の
安

全
、
衛
生
指
導

・
歯

の
磨

き
方

指

導
 

・
プ

ー
ル

の
衛

生

管
理
と
指
導
 

・
除
草
活
動
 

・
床
磨
き
 

・
安
全
点
検
 

・
給

食
室

定
期

点

検
 

③
毎

日
の

生
活

と

健
康
 

⑤
け
が
の
防
止
 

⑥
病
気
の
予
防
 

④
水

は
ど

こ
か

ら

社
会

 

①
い

の
ち

の
美

し

さ
生

 

④
火

の
中

の
あ

ひ

る
生

 

④
も

う
少

し
ぐ

ら

い
節

 

⑤
愛
の
リ
レ
ー

生

⑥
あ

の
こ

が
あ

ぶ

な
い

生
 

１
年

・
６

さ
い

き
ゅ

う
し

を
み

が
こ

う
 

２
年

・
前

歯
を

き
れ

い
に

み
が

こ
う

３
年

・
歯

な
ら

び
に

あ
っ

た
み

が
き

方
 

４
年

・
虫

歯
の

で
き

や
す

い
と

こ
ろ

を
み

が
こ

う
 

５
年

・
歯

肉
の

観
察

を
し

よ
う

 

６
年

・
第

２
大

臼
歯

を
探

ろ
う

 

全
校

・
プ

ー
ル

の
使

い
方

き
ま

り
 

○
代

表
委

員
会

 

○
委

員
会

活
動

 

○
む

し
歯

予
防

ポ
ス

タ
ー

，

標
語

作
り

 

・
歯

み
が

き
指

導
 

・
清

掃
指

導
 

・
ス

ポ
ー

ツ
集

会
 

○職
・

保
健

だ
よ

り
の

発
行

 

○学
☆

・
第

１
回

健
康

生
活

パ

ワ
ー

ア
ッ

プ
委

員
会

（
学

校
保

健
委

員
会

）
 

○Ｐ
・

親
子

レ
ク

レ
ー

シ
ョ

ン
 

 

７
 

８
 

 

暑
さ

に
負

け

ず
、

元
気

に
過

ご
そ
う
 

・
フ

ッ
素

塗
布

 

・
地

区
子

ど
も

会
 

・
終

業
式

 

・
大

掃
除

 

・
親

子
キ

ャ
ン

プ
 

・
親

子
作

業
 

・
夏

の
健

康
管

理
 

・
疾

病
治

癒
勧

告
 

・
健

康
診

断
票

の

整
理

 

・
夏

休
み

中
の

健

康
生
活
 

  

・
大
掃
除
 

・
害
虫
の
駆
除
 

・
プ

ー
ル

の
衛

生

管
理
 

・
ワ
ッ
ク
ス
か
け

・
安
全
点
検
 

⑥
薬

物
乱

用
防

止

教
室
 

⑤
た

ん
じ

ょ
う

の

不
思
議

理
科

 

⑤
秋

吉
台

の
あ

き

か
ん

ク
リ

ー
ン

大
作
戦

進
 

⑥
海
の
勇
者

役
 

１
年

・
か

ら
だ

の
ち

が
い

 

 
 

・
き

れ
い

な
か

ら
だ

 

３
年

・
人

の
い

や
が

る
こ

と
 

４
年

・
赤

ち
ゃ

ん
の

誕
生

 

全
校

・
夏

休
み

の
過

ご
し

方
 

 
 

・
熱

中
症

の
予

防
 

○
代

表
委

員
会

 

○
委

員
会

活
動

 

・
歯

み
が

き
指

導
 

・
清

掃
指

導
 

○職
・

保
健

だ
よ

り
の

発
行

 

○職
・

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
研

修

会
 

○Ｐ
・

親
子

キ
ャ

ン
プ

 

・
親

子
作

業
 

９
 

体
を
鍛
え
よ
う
 
・

始
業

式
 

・
大

掃
除

 

・
身

体
測

定
 

・
運

動
会

 

・
社

会
見

学
 

・
疾

病
治

療
状

況

の
把

握
 

・
健

康
相

談
 

・
悩

み
相

談
 

・
夏

休
み

の
生

活

の
反
省
 

・
生

活
習

慣
の

見

直
し
 

・
椅

子
、

机
の

点

検
・
整
備
 

・
大
掃
除
 

・
清

掃
用

具
の

点

検
 

・
体

育
用

具
の

点

検
 

・
安
全
点
検
 

③
リ

ズ
ム

の
あ

る

生
活
 

⑥
バ

ラ
ン

ス
の

よ

い
「
食
」
 

 
 

総
合

 

 
 
 

③
お

父
さ

ん
か

ら

の
手
紙
生
 

④
か

わ
い

そ
う

な

ぞ
う
生
 

④
春
子
の
入
院
節

⑤
は

げ
ま

し
あ

い

個
 
 
 
 

全
校

・
運

動
会

を
が

ん
ば

ろ
う

 
○

代
表

委
員

会
 

○
委

員
会

活
動

 

・
歯

み
が

き
指

導
 

・
清

掃
指

導
 

○職
・

保
健

だ
よ

り
の

発
行

 

○Ｐ
・

学
校

保
健

委
員

会
 

 
・

運
動

会
へ

の
取

り
組

み
 

 
・

体
力

面
に

つ
い

て
 

1
0
 

目
を

大
切

に
し

よ
う
 

・
目

の
愛

護
週

間
 

・
視

力
測

定
 

・
照

度
測

定
 

・
市

体
育

大
会

 

・
秋

の
遠

足
・

芋
堀

 

・
就

学
時

健
康

診
断

 

・
避

難
訓

練
 

・
交

友
関

係
の

把

握
 

・
よ

く
休

む
子

の

原
因

調
査

 

 

・
目

の
健

康
に

つ

い
て
の
指
導
 

・
照
度
検
査
 

・
照

度
器

具
の

点

検
 

・
窓
ガ
ラ
ス
ふ
き

・
安
全
点
検
 

 
⑥

バ
ラ

ン
ス

の
よ

い
「
食
」
 

総
合
 

 

①
み

ん
な

を
す

き

に
友
 

②
お

や
こ

の
ぞ

う

生
 

⑤
祖
母
の
つ
え
生

⑥
言

葉
の

贈
り

物

男
 

１
年

・
の

こ
さ

ず
た

べ
よ

う
 

 
 

・
め

の
び

ょ
う

き
と

し
せ

い
 

２
年

・
目

の
病

気
と

姿
勢

 

３
年

・
目

の
病

気
の

予
防

 

４
年

・
目

の
病

気
の

原
因

と
予

防
 

５
年

・
目

の
健

康
 

６
年

・
目

の
健

康
・

心
の

健
康

 

○
代

表
委

員
会

 

○
委

員
会

活
動

 

○
花

壇
，

鉢
植

え
の

整
理

 

･
歯

み
が

き
指

導
 

･
清

掃
指

導
 

○職
・

保
健

だ
よ

り
の

発
行
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保
 
健
 
管
 
理
 

保
 

 
健

 
 

教
 

 
育

 

保
 

健
 

学
 

習
 

保
 

健
 

指
 

導
 

項 目
 

 月
 

 

目
 

標
 

学
校

保
健

 

関
係

行
事

 
心

身
の

管
理

 
生
活
の
管
理
 

環
境
の
管
理
 

保
 

健
 

○
は
学
年
 

関
連
教
科
 

○
は
学
年
 

□
は
教
科
 

 

道
 

徳
 

○
は
学
年
 

□
は
指
導
内
容

学
 

級
 

活
 

動
 

○
児

童
の

活
動

 

・
日

常
、

個
別

指
導

 

 

組
織

活
動

等
 

 ○職
職

員
保

健
部

会
 

○Ｐ
Ｐ

Ｔ
Ａ

保
健

体
育

部
 

○学
学

校
保

健
委

員
会

 

☆
地

域
・

保
護

者
と

の
連

携
 

1
1
 

 

規
則

正
し

い
生

活
を
し
よ
う
 

・
体

重
測

定
 

・
フ

ッ
素

塗
布

 

・
持

久
走

大
会

前
の

健
康

診
断

 

 

・
健

康
相

談
 

・
悩

み
相

談
 

 

・
戸

外
運

動
の

奨

励
 

・
机

・
椅

子
の

適

正
配
置
 

・
冬

の
健

康
生

活

と
健
康
調
査
 

 

・
防

火
施

設
の

点

検
 

・
床
磨
き
 

・
安
全
点
検
 

・
給

食
室

定
期

点

検
 

・
薬
品
検
査
 

  

③
体
の
せ
い
け
つ

④
「

育
ち

ゆ
く

体

と
私
」
 

④
体
の
発
育
 

⑤
水

素
を

使
っ

て

走
る

車
っ

て
ど

ん
な
車
社
会
 

⑤
ご

は
ん

と
み

そ

汁
を

作
っ

て
み

よ
う
 

 
 

家
庭
科
 

⑥
体

の
つ

く
り

と

は
た
ら
き
 

 
 

理
科
 

①
だ

い
じ

な
も

の

生
 

②
空

を
と

べ
な

っ

か
っ

た
ピ

ー
す

け
生
 

④
雨

と
と

の
さ

ま

規
 

⑤
失

わ
れ

ゆ
く

緑

環
 

⑤
母
の
病
気
家
 

⑥
東

京
大

空
襲

の

中
で
生
 

２
年

・
男

の
子

、
女

の
子

 

３
年

・
男

女
な

か
よ

く
 

５
年

・
男

の
子

、
女

の
子

の
体

 

６
年

・
か

ぜ
と

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

予
防

 

全
校

・
持

久
走

大
会

へ
の

健
康

管
理

○
業

間
時

間
の

ラ
ン

ニ
ン

グ

○
代

表
委

員
会

 

○
委

員
会

活
動

 

・
手

洗
い

，
う

が
い

 

・
歯

み
が

き
指

導
 

・
清

掃
指

導
 

○職
・

保
健

だ
よ

り
の

発
行

 

1
2
 

風
邪

に
か

か
ら

な
い

よ
う

に
し

よ
う
 

・
持

久
走

大
会

 

・
避

難
訓

練
 

・
地

区
子

ど
も

会
 

・
終

業
式

 

・
大

掃
除

 

・
冬

の
健

康
管

理
 

・
健

康
カ

ー
ド

 

 

・
イ

ン
フ

ル
エ

ン

サ
の
予
防
 

・
ス

ト
ー

ブ
の

安

全
対
策
 

・
室
内
の
換
気
 

・
大
掃
除
 

・
床
磨
き
 

・
安
全
点
検
 

・
換

気
，

ス
ト

ー

ブ
の
点
検
 

・
 

 
⑤

バ
ラ

ン
ス

の
よ

い
食

事
を

し
よ

う
家
庭
 

⑥
戦

争
を

体
験

し

た
人

々
の

く
ら

し
社
会
 

①
わ

た
し

に
で

き

る
こ
と
家
 

③
健

ち
ゃ

ん
を

た

す
け
ろ
生
 

④
生

き
て

い
る

し

る
し
生
 

⑤
黄

熱
病

と
の

た

た
か
い
尊
 

４
年

・
か

ぜ
の

予
防

と
冬

の
健

康
 

全
校

・
か

ぜ
や

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

予
防

 

 
 

・
冬

休
み

の
過

ご
し

方
 

○
業

間
時

間
の

ラ
ン

ニ
ン

グ

○
代

表
委

員
会

 

○
委

員
会

活
動

 

・
手

洗
い

，
う

が
い

 

・
歯

み
が

き
指

導
 

・
清

掃
指

導
 

○職
・

保
健

だ
よ

り
の

発
行

 

 

１
 

 

寒
さ

に
負

け

ず
、

外
で

元
気

に
遊
ぼ
う
 

 

・
始

業
式

 

・
大

掃
除

 

・
身

体
測

定
 

・
給

食
週

間
 

・
冬

の
健

康
管

理
 

・
疾

病
治

療
状

況

の
奨

励
 

  

・
戸

外
運

動
の

奨

励
 

・
生

活
リ

ズ
ム

の

た
て
な
お
し
 

・
冬
の
健
康
生
活

・
換

気
・

暖
房

の

保
全
 

・
校

舎
内

外
の

美

化
 

・
安
全
点
検
 

③
部

屋
の

明
る

さ

と
空
気
 

④
思

春
期

の
体

の

変
化
 

⑤
心
の
健
康
 

⑥
病
気
の
予
防
 

①
き

た
か

ぜ
と

友

だ
ち
生
活
 

⑤
わ

た
し

た
ち

の

国
土

と
環

境
社

会
 

⑤
身

の
回

り
の

よ

ご
れ

を
調

べ
て

み
よ
う
家
庭
 

①
さ

む
さ

に
負

け

な
い
節
 

④
和
男
の
決
心

節

１
年

・
調

理
員

さ
ん

あ
り

が
と

う
 

 
 

・
か

ら
だ

の
ち

が
い

 

２
年

・
お

い
し

い
給

食
あ

り
が

と
う

 
 

・
ぼ

く
わ

た
し

の
た

ん
じ

ょ
う

３
年

・
生

命
誕

生
 

５
年

・
冬

の
健

康
・

生
命

創
造

 

６
年

・
エ

イ
ズ

に
つ

い
て

知
ろ

う
 

全
校

・
給

食
週

間
を

考
え

よ
う

 

 

○
業

間
時

間
の

ラ
ン

ニ
ン

グ

○
代

表
委

員
会

 

○
委

員
会

活
動

 

・
手

洗
い

，
う

が
い

 

・
歯

み
が

き
指

導
 

・
清

掃
指

導
 

 

○学
第

２
回

健
康

生
活

パ
ワ

ー

ア
ッ

プ
委

員
会

（
学

校
保

健
委

員
会

）
 

・
親

子
健

康
ウ

ォ
ー

ク
ラ

リ
ー

 

☆
性

教
育

参
観

授
業

 

○職
・

保
健

だ
よ

り
の

発
行

 

○職
・

給
食

週
間

･
月

間
計

画

配
布

 

☆
食

育
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活

用
 

２
 

 

寒
さ

に
負

け
な

い
体

を
つ

く
ろ

う
 

  

・
な

わ
と

び
大

会
 

・
新

１
年

生
入

学
説

明
会

 

 

・
冬

の
健

康
管

理
 

  

・
冬
の
健
康
生
活

・
運

動
と

う
が

い

の
励
行
 

・
降

雪
に

よ
る

事

故
防
止
 

 

・
換

気
・

暖
房

の

保
全
 

・
安
全
点
検
 

・
照
度
検
査
 

・
空
気
検
査
 

・
給

食
室

定
期

検

査
 

 

 
①

あ
た

ら
し

い
1

年
生

が
く

る
よ

生
活

 

②
自

分
た

ん
け

ん

に
し

ゅ
っ

ぱ
つ

だ
生
活

 

②
で

き
る

よ
う

に

な
っ
た
よ

生
活

 

⑥
海
の
命

国
語

 

①
小

さ
い

も
の

の

命
生

 

⑥
く
も
の
糸

節
 

１
年

・
さ

む
さ

に
負

け
ず

に
す

ご
そ

う
 

３
年

・
家

族
の

協
力

 

４
年

・
教

室
の

換
気

と
か

ぜ
の

予
防

５
年

・
性

情
報

に
つ

い
て

 

 

○
業

間
時

間
の

ラ
ン

ニ
ン

グ

○
代

表
委

員
会

 

○
委

員
会

活
動

 

・
手

洗
い

，
う

が
い

 

・
歯

み
が

き
指

導
 

・
清

掃
指

導
 

○職
・

保
健

だ
よ

り
の

発
行

 

 

３
 

健
康

な
生

活
の

反
省
を
し
よ
う
 

・
６

年
生

を
送

る
会

 

・
体

重
測

定
 

・
大

掃
除

 

・
卒

業
式

 

・
修

了
式

 

 

・
健

康
診

断
票

，

健
康

カ
ー

ド
の

整
理

（
評

価
）

 

 

・
椅

子
、

机
の

点

検
・
整
備
 

・
大
掃
除
 

・
清

掃
用

具
の

点

検
 

・
校

舎
内

外
の

美

化
 

・
安
全
点
検
 

 
②

自
分

も
の

が
た

り
を

ま
と

め
よ

う
生
活

 

②
あ
か
ち
ゃ
ん

生
全

校
・

健
康

生
活

の
振

り
返

り
 

・
春

休
み

の
過

ご
し

方
 

○
業

間
時

間
の

ラ
ン

ニ
ン

グ

○
代

表
委

員
会

 

○
委

員
会

活
動

 

･
手

洗
い

，
う

が
い

 

・
歯

み
が

き
指

導
 

･
清

掃
指

導
 

○職
・

本
年

度
の

振
り

返
り

と

次
年

度
の

計
画

 

○Ｐ
・

活
動

の
反

省
と

次
年

度

へ
の

引
継

ぎ
 

○職
・

保
健

だ
よ

り
の

発
行

 

 

 道
徳

の
指

導
内

容
は

生
命
尊
重
･
規

則
の
尊
重
・

友
情
信
頼
･
家

族
愛

・
節

度
節

制
・

公
徳

心
・

尊
敬

感
謝

・
思

慮
反

省
・

自
立

・
希

望
不

撓
不

屈
・

個
性
の
伸
長
・

環
境
保
全
・

思
い
や
り
親
切
・

自
由
規
律
・

役
割
と
責
任
・

男
女
の
協
力
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地域に根ざした健康教育の推進 

～たくましい心身と生涯における健全なライフスタイルの確立をめざして～ 

 

香川県宇多津町立宇多津小学校 

 

１ 学校紹介 

学校の東方を町民に親しまれている大束川が流れ、その

向こう側には紅葉の美しい角山、西には青ノ山、遠く南方

に讃岐富士の愛称で名高い飯野山を臨み、屋上からは北方

に瀬戸大橋が見渡せる豊かな自然に恵まれた環境の中に本

校はある。学校周辺だけでなく、運動場や中庭の広さと花

樹の多さは本校の自慢の一つであり、418名の児童は、広

くて緑あふれる豊かな環境の中で、明るくのびのびと学校生活を送っている。 

学校の沿革をたどってみると、生活、体育等様々な教科・領域に及ぶ各種研究大会の開催や研究指

定校としての実践発表の足跡が際だっている。県健康推進学校や花の国づくりコンクール等の表彰に

も数多く輝いてきた。学校教育に対して協力的な地域や保護者に見守られた研究熱心な伝統校という

印象が強いが、ひとえに保護者や地域住民の学校に寄せる熱い思いや期待・信頼の表れであろう。 

２ 健康教育の推進体制 

１）教職員の推進組織と校内研修 

  教育目標・スローガン〈やる気 自信 心やさしい宇多津っ子〉  

 校長・教頭  

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自信 心やさしい 

関係機関(学校三師等)

職員会 
校務委員会 

特別委員会 

やる気 

宇多津っ子 

保健・体育指導部会 

進
ん
で
体
力
つ
く
り 

 
 

 

た
く
ま
し
く
生
き
る
子 

 

健
康
・
安
全
へ
の
自
主
的
な
実
践
力 

生徒指導部会  

豊
か
な
心
を
育
て
る
生
徒
指
導
の
充
実 

 
 

 

支
え
合
う
子 

 

基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立 

学習指導部会  

自
ら
学
ぶ
意
欲
と
学
ぶ
力
の
育
成 

 
 

 

進
ん
で
学
ぶ
子 

 

基
礎
・
基
本
的
事
項
の
充
実 

学校保健委員会（６月・１月） 

〈名称：健康いきいき教室〉 

校長・教頭・保健主事・ 

養護教諭・関係者 

生徒指導委員会（毎月） 

校長・教頭・生徒指導主事・

養護教諭・町サポートチーム

担当・学年主任・担任 

スクールカウンセラー(場合

によって) 

指導 研究 
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① 指導三部会 

・全職員を、「学習指導部会」「生徒指導部会」「保健・体育指導部会」に分けるにあたり、ど

の部会にも低・中・高学年の先生が参加しており、協議内容がスムーズに学年団で共通理解

でき、実践できるようにしている。 

・提案や協議は、現職教育の時間に設定している。原案は、各部会内で検討して職員会で提案

したり、終礼で周知したりする。 

・決定事項は、印刷して配布し、全職員が活動内容について十分共通理解した上で取り組むな

ど、協働意識を大切にしている。 

２）家庭・地域社会との連携 

① 開かれた学校をめざして、学校・家庭・地域との連携の機会を多くつくり、子どもたち一人

ひとりの健全育成の重要さの啓発に努める。 

・一日学校公開日に児童・保護者も参加する健康いきいき教室(拡大学校保健委員会)の開催 

・一日学校公開日に全校一斉の性教育を実施し、保護者への公開と保護者参加型授業の実施 

・保護者も参加して歯のことを学習する歯ッピー教室(全校一斉)や、肥満指導のすこやか教室

など親子が一緒に学べる場の設定 

・学校通信「はぐくみ」、学年(学級)だより、保健だより「えがお」を活用した情報発信と啓発 

・地域へ教職員が出向き（４回）、健全育成について語り合う地区懇談会の推進 

② 町内の学校間の連携を蜜にし、保・幼・小・中を通して、長いスパンで一人ひとりの子ども

を見つめ、各発達段階に応じた基本的な行動様式の習慣化や社会性の育みを図る。 

・宇多津町学校保健委員会の開催（年１回 町内全教職員対象） 

・宇多津町教育連携協議会の保健・体育部会で情報交換と協議 

 （年３回 保育所～中学校まで各校参加） 

・町内での情報交換のため養護部会の開催（年２回） 

・教育委員会・保健師・学校栄養職員・養護教諭の協議（小児生活習慣病予防にむけて） 

【計画から実践・評価・改善（Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａ）への流れ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  次年度の 
  改善策 

保
体
部 

保
健
主
事 

全
職
員 

養
護
教
諭 

評 価 
保
体
部 

(

指
導
３
部
会) 

全
職
員 

実 践 

全
職
員 

全
保
護
者 

(

Ｐ
Ｔ
Ａ
保
体
部) 

協 議

職
員
会 

検 討 

校
務
委
員
会 

校
長
・
教
頭 

教
務
・
担
当
教
員 

計 画 

保
体
部 

(

指
導
３
部) 

保
健
主
事 

養
護
教
諭 
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３ 具体的な取り組み 

１）肥満指導 

〇運動の推進…運動会・マラソン大会に向けて始業前・チャレン 

       ジタイムなど積極的に走る環境を設定している。 

〇すこやか教室の開催（肥満度20％以上児童とその保護者対象に一学期末に実施）･･･食生活に

も問題があることから、学校栄養職員も加え、養護教諭、担任、保護者等とともに連携指導を行

っている。 

(実践) 

〇H14.７ 高度肥満児童の中で希望者に３日間の食事調査を実施した。結果を基に期末懇談日に

保護者と学校栄養職員・養護教諭が一緒に対応策を検討した。 

〇H15.２ 栄養のバランスが乱れがちな休日の昼食について、カ

ロリーや栄養バランスを知ってもらうため、うどんや

ラーメンとトッピングの天ぷらなどを実際に選んだ。 

〇H15.７ これから迎える夏休みにぴったりのおやつを実際に作

り、試食してもらった。 

〇H16.７ 保護者・本人と養護教諭が食事・運動の生活習慣につ

いて個別健康相談を実施した。 

○H17.７ 事前に生活習慣と食生活調べを行い、ライフスタイルの現状と改善案を記入した個人

カルテ、資料をわたし、個別に長期休業中の改善策をたてた。 

個別成長曲線を作成し、長いスパンで経過を見るとともに、指導にも生かしている。また、現

在の状況や相談支援内容を記録保存し、次回の相談等に生かし

ている。 

長期休業中には、食事・運動・体重を毎日チェックをし、

意識の継続化を図れるようにしている。 

 【長期休業後に肥満度が減少した児童の割合】 

平成16年 ９月 74.4％ 

平成17年 １月 69.4％ 

平成17年 ９月 41.0％ 

平成18年 １月 87.0％ 

 

 

 

 

  肥満度20％以上の児童   Ｈ15 13.2％ 

 Ｈ16 12.3％ 

 Ｈ17 11.9％ 

【成長曲線で変化状況がわかる】

【気が緩む休業中にも，意識の継続を図る】 

【すこやか教室の内容を記録】 
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２）歯と口の健康つくり 

〇保健委員会の児童によるむし歯予防集会

開催、ビデオでの呼びかけをするととも

に、各学級に歯ブラシチェック・歯みが

き指導を行い、歯に関する関心を高める。 

〇給食後「歯みがきビデオ」を見ながら歯みがきをする。 

〇むし歯や歯周病について学ぶ『歯ッピー教室』を全クラスで実

施・・・歯科衛生学科の学生による授業を全保護者に案内し、家庭と

の連携・協力を呼びかけた。 

〇むし歯治療完了者に賞状の授与、治療100％になった上位３クラスに

｢よい歯の学級トロフィー｣授与むし歯０

の宇多津っ子の記念撮影・表彰・校内掲

示等で啓発を行う。 

〇よい歯のコンクール出場児の歯に関する

がんばりメッセージを保健だよりに掲載、

校内掲示を行うことにより、歯に関する

意識を高める。【去年：女子の部 郡１位 、

今年：女子の部 郡２位】 

○長期休業中は、歯磨きチェック表への記

入をする。 

歯の治療を要する児童名簿一覧表を作成し、保健室・職員

室に置き、いつでも誰でも治療状況をすぐ確認でき、声かけ

できるようにしている。長期休業前の懇談時には、治療のお

願いの手紙を再度配布し、治療の有無、通院予定などを聞く

ことにより、未治療児の治療率が上がった。 

３）食生活の指導 

① 家庭科担当と学校栄養職員のＴＴ（５年生） 

野菜の栄養、調理の方法、調理実習を通して、子どもたち

に野菜の大切さ、調理の楽しさを学ばせる。苦手な野菜をど

のようにすればおいしく食べることができるかなどの工夫をそれぞれが考え、お互いのアイデ

アを交流した。また、給食になぜ野菜がたくさん登場するかも理解

でき、残さず食べようという意欲につながった。 

② 学校栄養職員による給食訪問 

学期に１回ずつ各学級を校長と共に訪問し、その日の給食献立を

もとにした食に関する話やクイズなどを交えた全体指導と、おはし
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の持ち方、食べる速さなど個別指導を行っている。それ以外の日も毎日、給食に関するミニ指

導を給食時の放送で行っている。 

③ 楽しい給食  

年３回ペア学年とのふれあい給食、６年生が少人数で校長室を訪問する対話給食、バイキン

グ給食を実施し、ふれあいの輪を広げ、豊かな心と好ましい人間関係の育成をする。 

④ 地域との連携 

生活科と関連を図り、野菜作り名人さんに教えてもらいながら、食べ物を作る大変さを学ん

でいる。また、その野菜を調理してお世話になった人を招き、感謝の心も育てている。その他、

地元で作られた藻塩アイスや古代米を味わって、食に関する興味を高めている。さらに、今年

度は学校給食でも宇多津町でとれる野菜や果実の導入が進められて、地産地消についての関心

も高めていくことができている。 

⑤ 家庭との連携 

ファミリースクールデー（一日学校公開日）に、保護者を対

象に｢給食試食会｣を行った。学校栄養職員から子どもの食生活

の問題と生活習慣病について講演し、学校給食の理解を図った。 

偏食傾向児の母親と話す｢さわやか教室｣も設け、連携しあっ

て取り組んでいる。 

４）学校安全 

① 『右歩
ゆうほう

』運動 生活委員会児童が、安全な歩行を呼びかけている。

子どもたちが親しみやすいキャラクターを考え、名前を全校生から募

り、「右歩くん」のポスターで意識づけを行っている。また、６月は

強調月間として、業間のチァレンジタイムと昼休みに調べを行い、結

果を放送で周知し、努力した子どもの賞賛と意識づけを図った。また、

毎月20日の週を右歩運動週間として、定着も図っている。 

② 交通安全指導 ＪＡＦ(日本自動車連盟)の協力を得て、交通安全教

室を実施した。死角や自転車、自動車は急に止まれないことを学び、

自動車の怖さや交通ルールを守ることの大切さを改めて再認識した。 

また、毎月登校班班長会で、集団登校時の問題点を話し合い、班長としての心構えを確認し

ている。保護者と教職員による登校支援も毎週校区内３箇所と正門で実施し、終礼時に全職員

にその実態を周知し、全職員で交通安全に取り組んでいる。 

③ 救急法講習 学校保健委員会では、昨年度保護者・教職員を対象

に、消防署の方から心肺蘇生法や通報手順の講習を受け、一人ひと

りが指導を受けながら演習し、子どもを取り巻く大人たちの危機管

理意識・技能の向上を図った。 
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５）体  育 

① 運動能力向上を目指した宇多津っ子体操 

本校の体力・運動能力については走力や跳躍力・柔軟性  に

おいてやや劣る傾向にある。そこで、各学年で重点をおく運動能

力や発達段階を考慮して、走やブリッジなど８種類の動きを組み

合わせた各学年の宇多津っ子体操を考案し、毎時体育授業に取り

入れ継続実施することで、能力向上に取り組んでいる。運動会で

は、その発表が恒例となっている。 

② 運動に親しむチャレンジタイム 

｢陽に当たれ、風に当たれ、一日いっぺん汗をかけ｣の合

言葉で、業間のチャレンジタイムを活用して、体育委員会

が主催してドッジボール大会を開催したり、クラスマッチ

(マラソンや縄跳びなど)やチャレンジランキングの練習に

全職員・児童が汗を流している。 

③ 体力つくり 

放課後のスポーツクラブには全職員が指導や下校支援で関わり、児童とともに汗をかいてい

る。チャレンジタイムや昼休みも児童と一緒に遊ぶことが多く、児童との信頼関係だけでなく

体力アップにも一役買っている。｢陽に当たれ 風に当たれ 一日一ぺん汗をかけ｣を職員も習

慣化していきたい。 

６）「心の健康」のための活動 

① 花いっぱいとあいさつ運動  毎朝、花いっぱいの玄関で児

童会、学級の子どもたち・教職員とともに地域の方もあいさつ

運動に参加しており、学校・地域全体で花いっぱいとあいさつ

の輪を広げている。 

② 心を耕す読書指導  子どもたちに読書の楽しさや喜びを知ってもらおうと、毎週木曜日

の午前中にボランティアの読み聞かせを行っている。ま

た、図書館だより「たけのこ」では、本の紹介や「23が

60運動」を保護者を含め全校児童に呼びかけている。図

書室（おとぎの国）には、季節に応じたおりがみ掲示を

し、来室者を和ませるとともに、おりがみ教室も開いて

いる。 
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学
校

保
健

委
員

会
（

例
）

 

年
度
 月

 
議
題
 

出
席
者
 

時
間

 
主

な
成

果
 

6 

 
『
宇
多
津
っ
子
の
未
来
が
危
な
い
！
 
 

～
肥
満
・
む
し
歯
･･
･生

活
習
慣
病
は
す
ぐ
そ
こ
ま
で

～
』
 
 
 
 
 
 
 

健
康
い
き
い
き
委
員
会
児
童
の
発
表
 
 
 
講
演
 

学
校
評
議
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
保
体
部
・
保
護
者
・
児

童
（
４
～
６
年
）・

校
長
・
教
頭
・
担
任
等
・
養

護
教
諭
  
  
  
  
  

 計
22
5名

参
加
 

60
分
  

肥
満
や
う
歯
の
現
状
を
発
表
後
、『

生
活
習
慣
病
っ
て
何
』
と
題
し
た
講
話
を
綾
上
診
療
所

の
十
枝
先
生
か
ら
子
ど
も
に
も
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
話
し
て
い
た
だ
き
、
毎
日
の
規
則
正
し

い
生
活
習
慣
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
。
 

7 

 
『
人
間
関
係
を
学
び
、
思
い
や
り
や
支
え
合
う
気
持

ち
を
育
て
る
グ
ル
ー
プ
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
』
 

 
（

＊
地

域
学

校
保

健
委

員
会

）
講
演
 
演
習
 

教
育
長
・
教
育
委
員
 

町
内
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の

職
員
 
 
 
 
 
 
約
50
名
参
加
 

90
分
  

心
に
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
の
増
加
に
伴
い
、
構
成
的
グ
ル
ー
プ
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
が
注
目

を
浴
び
て
い
る
。
そ
こ
で
、
教
師
も
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
エ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
の
よ
さ
を

体
感
し
、
実
践
に
生
か
せ
る
研
修
と
な
っ
た
。
 
 
 

11
  

『
宇
多
津
っ
子
の
未
来
が
危
な
い
！
Pa
rt
2～

歯
ピ
カ

で
つ
く
ろ
う
！
じ
ょ
う
ぶ
な
か
ら
だ
～
』
 
 
 
 
 
 
 

講
話
 

学
校
評
議
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
保
体
部
・
保
護
者
 

児
童
（
１
～
３
年
）
 

校
長
・
教
頭
・
 
担
任
等
・
養
護
教
諭
 

60
分
  

歯
の
治
療
率
が
低
い
低
学
年
の
児
童
を
対
象
に
、『

む
し
歯
の
は
ん
に
ん
を
さ
が
せ
！
』
と

題
し
た
講
話
を
歯
科
衛
生
士
さ
ん
か
ら
し
て
い
た
だ
き
、
歯
と
体
の
つ
な
が
り
を
理
解
す
る
と

と
も
に
、
危
機
感
を
感
じ
歯
の
健
康
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
。
 

15
 

年
度
 

1 
『

未
来

が
輝

く
！

宇
多

津
っ

子
～
親
の
ぬ
く
も
り
を
伝
え
て
い
ま
す
か
～
』
 

講
演
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 PT
A保

体
部
・
保
護
者
 
校
長
・
教
頭
・
 
担
任

等
・
養
護
教
諭
・
学
校
栄
養
職
員
 

60
分
  

助
産
師
の
先
生
か
ら
助
産
師
と
し
て
の
体
験
談
、
夫
婦
関
係
、
親
子
関
係
等
に
つ
い
て
講
話

し
て
い
た
だ
き
、
家
庭
で
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
直
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
 

6 

『
と
っ
さ
の
救
命
手
当
て
が
 
い
の
ち
を
救
う
～
も
し

も
の
と
き
、
1つ

の
命
を
救
う
の
は
あ
な
た
で
す
～
』

講
演
 
演
習
 
 

PT
A保

体
部
・
保
護
者
 

校
長
・
教
頭
・
担
任
等
・
養
護
教
諭
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
約
65
名
参
加
 

60
分
  

坂
出
消
防
署
の
救
急
救
命
士
よ
り
、
人
が
倒
れ
た
と
き
何
が
で
き
る
か
の
講
話
を
し
て
い
た

だ
き
、
保
護
者
・
教
師
1人

1人
が
心
肺
蘇
生
法
の
実
習
を
行
う
と
と
も
に
、
危
機
意
識
を
高
め

た
。
 

7 

『
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
へ
の
理
解
と
対

応
に
つ
い
て
』
 
 
 
（
＊
地
域
学
校
保
健
委
員
会
）

 
講
演
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
育
長
・
教
育
委
員
 

町
内
保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
の

職
員
 
 
 
 
 
 
 
約
10
0名

参
加
 

90
分
  

LD
、
AD
HD
、
自
閉
症
(高

機
能
自
閉
症
・
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
)の

特
徴
と
、
配
慮
・
対
応

姿
勢
に
つ
い
て
養
護
学
校
教
諭
よ
り
講
話
い
た
だ
き
、
教
職
員
の
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、

各
機
関
の
連
携
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
。
 

16
 

年
度
 

1  
 
親
子
で
簡
単
に
で
き
る
親
子
体
操
を
し
よ
う

 
 
 
 

講
演
 
実
技
 

学
校
評
議
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
保
体
部
・
保
護
者
・
児

童
（
1～

６
年
）
校
長
・
教
頭
・
担
任
等
・
養
護

教
諭
  
  
  
  
  
 

60
分
  

親
子
で
ペ
ア
を
組
み
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
指
導
の
も
と
、
足
裏
っ
子
体
操

や
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
操
し
、
足
裏
へ
の
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
親
子
交
流
を
図
れ

た
。
 

6 

 
『
｢生

活
習
慣
病
(高

脂
血
症
、
肝
障
害
、
肥
満
)の

危
機
｣か

ら
宇
多
津
っ
子
を
守
ろ
う
！
』
 

講
演
 

学
校
評
議
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
保
体
部
・
保
護
者
 
 

児
童
（
1～

６
年
）
 

校
長
・
教
頭
・
担
任
等
・
養
護
教
諭
  
  
  
  
  
 

60
分
  

医
師
よ
り
、
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
、
朝
食
・
睡
眠
の
大

切
さ
を
再
認
識
し
た
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
症
候
群
に
つ
い
て
学
び
、
砂
糖
の
取
り
す
ぎ
の

恐
ろ
し
さ
を
知
る
と
と
も
に
、
生
活
で
の
改
善
策
に
つ
い
て
学
ぶ
。
 

8 

 
『
ヨ
ー
ガ
で
健
康
い
き
い
き
ラ
イ
フ
』
 

（
＊

地
域

学
校

保
健

委
員

会
）

講
演
 
実
技
 

教
育
長
・
教
育
委
員
・
町
内
保
育
所
・
幼
稚

園
・
小
学
校
・
中
学
校
の
職
員
・
町
教
育
委
員

会
職
員
 
 
 
 
 
 
約
10
0名

参
加
 

90
分
  

香
川
ヨ
ー
ガ
道
友
会
会
長
よ
り
、
心
身
の
健
康
づ
く
り
と
脳
力
開
発
へ
の
活
用
の
た
め
、
心

と
身
体
の
つ
な
が
り
、
心
訓
に
つ
い
て
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
。
実
技
に
お
い
て
は
、
参
加
者

の
体
が
和
ら
ぎ
、
心
が
穏
や
か
に
な
っ
た
。
授
業
中
に
取
り
入
れ
る
な
ど
、
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
体
得
で
き
た
。
 
 

17
 

年
度
 

12
 元

気
で
い
き
い
き
、
ぼ
く
・
わ
た
し
に
で
き
る
こ
と
～

生
活
習
慣
病
予
防
の
コ
ツ
を
み
つ
け
よ
う
～
 
 
 
 
 

協
議
 

教
育
長
・
学
校
医
・
町
保
健
師
・
PT
A
会
長
・

PT
A保

体
部
・
保
護
者
・
児
童
(4
年
）・

校
長
・

教
頭
・
保
健
主
事
・
体
育
主
任
・
学
校
栄
養
職

員
・
養
護
教
諭
・
担
任
 

90
分
  
本
校
の
課
題
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
発
表
後
、
食
事
・
 

運
動
・
ス
ト
レ
ス
・
睡
眠
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
 

健
康
の
ひ
け
つ
を
話
し
合
っ
た
。
自
分
が
で
き
て
い
な
 

い
生
活
の
め
あ
て
を
た
て
、
明
日
か
ら
の
生
活
に
生
か
 

し
て
い
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
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自分の生活をみつめよう 

―「元気な一日 朝の５点」を通して― 

 

群馬県高崎市立新高尾小学校 

 

１ 本校の概要 

群馬県高崎市は関東平野の北西部に位置し、本校は高崎市の

北東部に広がる田園地帯にある。かつては「献上日高米（餅

米）」を生産する純農村地帯であったが、現在は都市周辺型農

村地帯となっている。また、区画整理に伴い、交通量が著しく

増加し、児童の登下校時等の安全確保を図るために、「地域安

心安全パトロール」を各種団体が毎日交替で行っている。児童

数は502名の中規模校である。長い間、住民の方たちから地域の学校として親しまれており、校庭に

は昭和30年代からのＰＴＡ奉仕作業による緑化の功績が点在している。また、給食指導にも熱心に取

り組み、昭和38年と平成２年に文部大臣表彰を受けている。その２年後からは、健康教育においても

県の優良校として市や県で毎年表彰されている。また、平成８年には保健体育全国表彰と全日本よい

歯の学校表彰をそれぞれ受けるなど、40有余年にわたる子どもたちの体に関する研究を地域や家庭と

共に取り組んでいる。したがって、健康教育の素地が長きにわたり地域全体に浸透しており、子ども

たちには知らず知らずのうちに「自分の健康は自分で守る」という考え方が育っている。  

２ 学校経営方針と健康教育 

本校では「二学期制の取組推進学校」（15，16年度高崎市指定）や「健康教育推進校」（17，18年度

高崎市指定）を受け、教科教育と健康教育の連動を図った教育活動の推進をしている。 

学校教育目標は「高い知性と豊かな人間性を備えた心身共に健康で、たくましい子どもを育てる」

であり、生涯を通して健康で安全な生活を送るための基礎を培うための健康教育は、この学校教育目

標を推進していく上で重要な役割を果たしている。 

学校健康教育目標はヘルスプロモーションの理念に基づき、本校の健康課題に鑑み、「生涯にわた

り、積極的に健康づくりのできる子」をめざして計画的、組織的に進めている。 

学校教育目標の具現化のために、全教育活動の中で意図的・計画的に健康教育を位置づけ、全職員

が歩調を合わせて取り組んでいくことを共通基盤とする。そのためには健康教育推進組織を校務分掌

に位置づけ機能させている。 

特に平成15年度からは児童の生活実態を調査し、「元気な一日 朝の5点」という生活チェックを始

め、基本的生活習慣の定着を図っている。 

－ 78 － － 79 －



－80－ 

 

教育環境の整備 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 健康教育の取り組み 

１）すべての教科･総合的な学習と連動した学校保健委員会  

年５回実施している学校保健委員会を全教育活動と連携･連動して取り組むために  

① 健康教育推進組織の活用 

保健主事、養護教諭が作成した運営案を元に、年度当初に関係教職員と打ち合わせを実施し、

職員会議で全職員の共通理解を図る。 

② 健康教育年間計画に基づいた総合的な学習との関連計画の作成 

年度当初に総合的な学習主任･保健主事･養護教諭･学年主任が学校保健委員会の日程にあわせ

た計画を作成する。 

③ 資料として「元気な一日 朝の５点」の集計結果を作成 

毎月１回実施する「元気な一日 朝の５点」については「食（赤・黄と緑の食品）・歯みがき･

排便･睡眠」の５項目が必ず５回の学校保健委員会の議題と関連づけられているため、実施結果

を集計し問題点や家庭からの意見や感想などを資料として提供する。 

④ 学校保健委員会のコーディネーター  

保健主事と養護教諭は学校保健委員会を開催するにあたって、学校医･薬剤師･学校職員･家庭･

 

 

 

 

 

 

きめ細かな指導の充実 

・算数科における問題解決的能力の育成 

＜数学的な思考力に重点＞ 
学校医との連携強化 

・学校保健委員会 

歯科衛生指導の充実 

・磨けた歯磨きの実践 

「元 気 な一 日  朝 の５

点」の取組 

外 部 講 師 招 聘 による

確かな知識 

環境に配慮した生活 

健康教育推進組織の充実 

・保健委員会・給食委員会 

音楽教育の充実 

・心を拓く歌声 

道徳教育・人権教育の推進 

・倫理観の育成 

＜ぐんまルールブック５０の活用＞ 

奉仕の気持ちの醸成 

・地域へ音楽ボランティア 
計画的な体力つくりと積極的な生徒指導 

・業前運動の充実 ・教科体育の充実 

・あいさつの励行 ・定期的な交通安全指導

・計画的な防犯，避難訓練 

新高尾小の教育
・１人１人が自分の 

 分掌に責任を持つ 

・職員集団は平等感を 

 もって職務に励む 

高い知性 

たくましい子どもを育てる

豊かな人間性 心身ともに健康 
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議 題 

大切な命自分らしく生きよう

地域･児童･外部の専門機関等との連絡調整を行い、事前指導から事後指導までの一連に渡ってコ

ーディネーターとして活動している。 

 教科・総合学習と連動した学校保健委員会例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）給食教育 

給食を通して、教科と結びつけた食教育を目指し、楽しく食べて望ましい食習慣を身につける。 

① 栄養士･給食技師による教室訪問  

「元気な一日 朝の５点」では朝食で３色分けした食品が食べられたかをチェックするため

校区内の病院でクリスマス

コンサート 

（ボランティア活動） 

６年生と保健委員 

全校でレッドリボ

ンを作ります 

保健委員の児童が

取り組みについて

発表します 

エイズ啓発活動のために

広報委員会で作成したエ

イズパネル 

第４回 

学校保健委員会 

５年生保健学習

「心と健康」 

２年生  生活科 

 助産師さんによる「命の授業」 

５年生  総合学習

「秋桜」のビデオ

でエイズ学習 

６年生  保健学習

「病気の予防」で

エイズ学習（TT）
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に、食品の３色分けができるように学級活動で指導する。また、給

食中に栄養士と給食技師が給食に使った食材を持って教室を訪問し、

実際に生の食材を３色分けして学習している。給食の献立にも３色

分けと給食で取れない食品を「家庭で食べてほしい食品」として掲

載している。 

② 栄養士によるＴＴ 

低学年の学級活動では県教委作成の「食を楽しみ、健康になろう」を使って、学級担任と栄

養士による指導を実施している。 

③ ランチルーム給食・試食会 

ランチルームを活用して異学年交流の給食会や卒業バイ

キング給食、保護者による給食試食会を実施している。 

３）学校歯科医との連携による歯科保健活動  

「みがけた歯みがき」を合言葉に学校歯科医と歯科衛生師の協力

により年間を通した歯科保健活動の実践。 

① 歯科保健集会 

６月の歯の衛生週間では、保健委員会の児童と学校歯科医とによ

る歯に関する全校集会を実施している。 

② 年間計画に基づいた歯垢染色テストと歯科指導 

歯垢染色テストは１回目を担任と養護教諭で６月の歯の衛

生週間に実施。２回目を学校歯科医･歯科衛生師･養護教諭で

歯科指導も含めて実施。３回目を親子で実施している。親子

歯垢テスト結果については保健だより等で各家庭へ配布して

いる。 

③ 給食後の歯みがき 

歯みがきソングに合わせて各クラスで給食後の歯みがきを

実施している。 

４）環境教育 

① ＥＭ菌（乳酸菌や酵母、光合成細

菌など自然界に存在する微生物を複

合培養したもの）の活用を通して環

境を考える。 

環境委員会では米のとぎ汁を使っ

てＥＭ発酵液を作り、週１回噴霧し、トイレの便器清掃や悪臭除

去に役立てている。 

② 全校で取り組む「かんきょうの５点」 
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児童一人一人が校内での身近な環境問題に関心を持ち、気づくために「かんきょうの５点」

を実施している。「使っていない電気を消します」「水を大切に使います」「ごみをひろいます」

「リサイクルをします」「そうじをしっかりします」の５項目について強化週間を設定してい

る。 

５）家庭･地域社会との連携 

① 公民館活動と連携 

地区の公民館で開催される文化祭では「元気な一日 朝の５

点」を実施してもらい、その結果について「公民館だより」で

報告することにより、学校だけでなく地域住民といっしょに健

康について考えている。 

② 婦人会のボランティア活動による「廃油を使った石鹸作り」 

夏休み中に実施している「わくわくプログラム」で児童といっしょに給食で使った廃油から

石鹸を作り学校の手洗い場で使用している。 

③ 保健室から家庭･地域社会への発信 

「元気な一日 朝の５点」を実施して、児童の生活習慣で定着させたいことや改善したい問

題点などについて、学校だより・保健だより・学年、学級だより等を通して家庭へ知らせる。

また家庭や地域からの意見を取り込んでいる。  

授業参観や懇談会等で家族が学校を訪れたり、学校行事や各種会議等で地域の方が学校を訪

れたりする機会には健康教育に携わる教職員が必ず学校や児童の様子を伝えたり、専門的な立

場からの話をしたり、給食を試食してもらったりしている。  

４ 成果と今後の課題  

1) 健康教育年間計画に基づき、組織的な取り組みが実施できたので、今後も継続していきたい。 

2) 学校保健委員会を核として全教育活動と連携、連動してきた。今後は児童の自主性をより一層

重視した学校保健委員会としていきたい。 

3) 「元気な一日 朝の５点」を毎月実施することは定着してきた。今後も家庭と協力し、生活習

慣の改善を図るためにクリアできた項目を入れ替えながら、継続して取り組んでいきたい。 

4) 保健室からの家庭、地域への啓発、発信を続け、相互連携をより密にしていきたい。 
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第４回 学校保健委員会運営案  

１，実施期日 平成17年11月17日（木） 14：35～15：20 

２，議  題 大切な命 自分らしく生きよう 

３，ね ら い 映画「秋桜」の主人公やその友人の生き方について考えることを通して、自分自身の

生き方を見つめ直し、自分や周りの人を大切にしようとする態度を養う。 

４，出 席 者 学校保健委員会メンバー 親善委員委員長 広報委員委員長 

５，事前活動・事後の活動 各教科と各種活動との関連・・・別紙 

６，本時の流れ（議事のみ） 

分 議事の流れ 児童 Ｐ保健委員 教師 医師・薬剤師

５ ○世界エイズデーの国と

しての取り組み、学校

としての取り組みにつ

いて考える。 

○学校の取り組みにつ

いて発表する。 

（保健・親善・広報委

員会） 

○親の立場で

聞く。 

○国や県、市

としての取

り組みを養

護教諭より

説明する。 

○校医として

の立場で、

聞いていた

だく。 

10 ○映画「秋桜」を見て、

主人公やその親友の生

き方について考える。 

○エイズ学習の一環で

見た映画を振り返る。

   

10 ○自分自身について振り

返ってみる。自分らし

く生きていると思う人

は、どうしてそう思う

のか。自分らしく生き

ていないと思う人は、

どうしてそう思うのか

考える。 

○自分自身について、

考える。 

○親の立場で

聞 き な が

ら、子ども

達に対する

願いを発表

する。 

○話し合いの

様子を見守

り、必要に

応じて支援

する。 

 

10 ○新高尾小学校のみんな

が、自分も周りの人も

大切にして、学校で楽

しく過ごすためには、

どうしたらよいか話し

合う。 

○友達の発表を聞き、

自分だけでなく、周

りの人も尊重するこ

との大切さに気づか

せる。 

○家庭ではど

んなことが

できるか親

としての立

場から考え

る。 

  

５ ○校医の先生のご指導     

５ ○クラスに伝達すること

をまとめる。 

 ○親の立場で

聞く。 

○教師の立場

で聞く。 

○校医の立場

から、指導

する。 
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平成17年度 総合的な学習の時間 大きな柱は各学年共通で「健康」 

～心も体も健康な生活を送るために～ 

学年 単元設定の視点 単元 目標 指導内容 
学校保健委員会と

の連動 

３年 

・健康な生活への実践

的態度 

・食の大切さ 

・自然への関心・愛着 

・地域の人への興味関

心 

新高尾の野菜

地図をつくろ

う 

①生活科で学習した力を

生かすため、地場産の野

菜作りを体験する。 

②食べ物の不思議や作物

の大切さを知り、バラン

スのよい食生活ができる

力を養う。 

③栽培収穫することによ

り、命ある野菜を大切に

思う気持ちを養う。 

①「意識して緑の食品

をとろう」という目標

のために、緑の食品の

種類はどんなものがあ

るか調べてみよう。 

②地域でとれる緑の食

品を調べ、育ててみよ

う。 

③野菜の名前を覚え

「カルタ」を作ろう。 

第3回 

野菜を食べてバナ

ナのうんちをしよ

う。 

（新高尾小校区の

野菜地図づくりを

体験しよう） 

４年 

・健康な生活への実践

的態度 

・食の大切さ 

・歯の健康 

おはよう 

うんち 

①排便を通して、基本的

生活習慣を見直し、実践

できる力を養う。 

②排便は「歯の働き」も

関係することに気づき、

歯を大切にする力を養

う。 

① 3年 生 の 保 健 学 習

「毎日の生活と健康」

を思い出す 

②「元気な一日、朝の

5点」を通して排便に

ついて考えてみよう。 

③朝の排便ができるよ

うにするにはどうした

らよいか考え、体験し

てみよう。 

第1回 

よくかんで食べよ

う。 

（元気な一日朝の

5点より 

歯みがきと咀嚼に

ついて考える） 

５年 

・健康な生活への 

実践的態度 

・性、エイズ 

・生命の尊重 

・共生社会への理解 

大 切 な い の

ち・ 

自分らしく生

きよう 

①高崎市として取り組ん

でいるエイズ教育の必要

性や大切さを理解し、エ

イズについて理解する。

②差別について考え、差

別のない社会や自他共に

「いのち」を大切にする

心を養う。 

①高崎市は「世界エイ

ズデー」の取り組みを

なぜ進んでしているの

か調べる。 

②差別を受けている人

はエイズ患者だけだろ

うか？差別や障害につ

いて調べたり体験した

りする。 

③自分の「いのち」を

大切にするとともに、

障害のある人や「エイ

ズ」に感染した人を思

いやる気持ちを尊重

し、他の人に伝える。 

第4回 

大切ないのち・自

分らしく生きよう

（エイズについて

学習し、命の大切

さ、大人になる自

分の心の動きにつ

い て 考 え て み よ

う） 

６年 

・健康な生活への 

実践的態度 

・高齢社会への理解 

・地域の人との交流 

生活習慣病っ

てなあに！！ 

①続けて実施している

「元気な一日、朝の５

点」が生活習慣病に関係

していることに気づき、

進んで実践できる力を養

う。 

②生涯を健康に過ごすた

めに、今自分たちででき

ることを考え、実践でき

る力を養う。 

③学習したことが、継続

して実践できる力を養

う。 

①自分の考えをもち、

ブレーンストーミング

やディベートなどで

「生活習慣病」って何

か話しあい、調べたり

体験する内容を確認す

る。 

②地域の人がどの位、

生活習慣病にかかって

いるか、実際に調べて

みよう。 

③生活習慣病にかかっ

ている人に今までの生

活習慣を聞いたりし

て、自分が今から生か

せることを考える。 

④実際に調べたり、わ

かったことを継続して

実践する。 

第2回 

生活リズムについ

て考えよう。 

（元気な一日朝の

5点より 

睡眠の重要性 

朝食の重要性を脳

の働きを通して考

える） 
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健康の大切さに気づき・考え・実行する子どもの育成 

～一人一人の望ましい生活習慣の確立を促す支援の工夫～ 

 

群馬県吉岡町立明治小学校 

 

１ 学校紹介 

吉岡町は群馬県のほぼ中央に位置し、前橋市と渋川市

のベッドタウンとして機能している、西を榛名山、東を

利根川に挟まれた自然豊かな町である。この町に文部科

学省より「健康教育総合推進モデル事業（生活習慣）」

の地域研究指定があったのは平成13年度から15年度の３

年間である。本校は実践中心校の一つとして健康教育に

取り組んだ。 

一方、平成10年度頃から校内でのけがが極端に増加し、

大きなけがも目立った。そこで健康・安全面の課題として13年度より本格的にけがの防止にも取り組

むことになった。 

２ 学校経営方針と健康教育 

学校経営方針では、「特色ある学校づくり」を提唱し、学校目標にある「元気よく遊ぶ子」を育成

すべく健康教育を特色として掲げ、日々の健康課題を解決する手段として、さらに学力や生活力の基

盤となる重要な手段であるととらえ実践を推進している。 

また、本年度の努力点では、「一人一人が正しい知識と健康・安全に関する考え方を深め、主体的

に活動できるよう健康教育の実践力の育成を図る」とし、平成15年度までの文部科学省研究指定の実

践内容を引き継いでいる。 

３ 実践紹介の前に 

本校におけるかつての「健康教育」は、様々な教科・領域にちりばめられているものの、系統立て

たカリキュラムを持たなかったために、重要だと誰もが認めていながら学校教育の表舞台に立つこと

はなかった。しかし「総合的な学習の時間」が導入されて以来、そのなかで「健康教育」が徐々に形

を成し、職員一人一人にその重要性が認められるようになってきた。しかし、周囲に目を向けてみる

と総合的な学習の時間が定着しつつある今日でも、健康教育を主軸として取り組んでいる学校は多い

とは言えないだろう。いったいその要因はどこにあるのだろうか。 

本校では５年間、研究指定をきっかけに重点化した健康教育を改善しながら推進してきたがその道

は決して平らではない。なぜ健康教育の推進が難しいのか。その答えは先に挙げた「カリキュラムが

なかったこと」に集約されるが、５年間の中で次のような問題点が見えてきた。 

（１）子どもにとって興味・関心がわきにくい（結論が容易に想像できるため） 
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（２）専門的な知識を要するので教員の教材研究が負担 

（３）教材・教具が乏しい 

（４）家庭生活に大きく関わるため、学校だけの指導では成果が上がりにくい 

（５）短期的な成果がわかりにくい 

本賞の審査で来校してくださった先生も「中央の調査において、小学校では生活習慣と学力や行動

などとの関連が見えにくかった」と述べられていた。これは（５）に関わることで、この関連性がは

っきりしていないことや、学力・行動面への成果が特効的でなく、かつ因果関係が明確でないことな

ども影響しているのではないかと考えた。 

まず実践を紹介する前に成果についてご紹介したい。 

 

①生活習慣と清潔習慣…生活習慣が整っている児童ほど、

ハンカチ所持や適切な使用、歯みがき実施などの清潔習

慣もできている。 

②生活習慣とケガ…生活習慣が整ってくると、生活態度に

落ち着きが見られ、ケガの件数や程度が改善される。

（件数はスポーツ振興センター適用件数） 

③生活習慣内容個々の比較…食事と睡眠、運動は互いに関

連しあい、どれもが身に付いている学年は排便習慣も良

好である。また排便習慣が良好な学年は清潔習慣検査の

結果もよく、落ち着いていて、けがも少ない。 

④生活習慣と学力…生活習慣が整ってくると学力も向上す

る。 

⑤健康に関する実践力の向上…様々な知識を身につけ、意

識が高まったことはいうまでもないが、５年目にしてや

っと全体的に実践力が身に付いてきたことが実感できる

ようになってきた。また家庭においても、就寝時刻や朝

食、休日の過ごし方などを改善したり、児童の前での喫

煙を控えたりと改善の様子が見えてきた。 

 

（※清潔習慣については月２回の保健委員による「清潔習慣検査」、生活習慣については年２回

の自己評価「健康チェックカード」、学力についてはＣＲＴ学力検査（図書文化社：「教研式学

力検査」）の結果を元にしている。） 

 

そのほかにも、地域から「健康教育を推進している学校」と認識され、協力を仰ぎやすくなってい

ること、また、家庭との連携が深まったことは大きな成果であったと考える。 

ハンカチを所持していない児童の割合の推移
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これらの結果は「誰でも予想できること」と受け取られるかもしれない。しかし一般論でも推測で

もなくデータに裏付けされていることから、今後の健康教育推進の原動力となるはずである。このあ

と、本校での取り組みについて詳しくご紹介したい。 

４ 実践紹介 

（１）教師の活動と、支援の工夫 

児童への直接的指導と実践につなげるための活動、そして児童から家庭への啓発を期待して、

授業を健康教育の中核においている。これまでに体育（保健）や理科、道徳などに含まれていた

内容に加え、低学年では学級活動で５時間程度。そして３年生以上では総合的な学習の時間に20

時間程度を位置づけ、下記のように各学年に中心となる生活習慣の内容を割り振って１年を通し

て学習や活動を展開している。 

学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

テーマ 排便 清潔 運動 食事 帰宅後の生活 睡眠 

また、学校からの支援として職員作業での遊具作成や、校内の標識作成、一日を落ち着いて過

ごすための黙想の時間（明小タイム）の設定、学校保健委員会のテーマによる年間を通しての啓

発活動など、教育活動全体を通して児童への指導・啓発

を行っている。 

① 養護教諭による導入授業の工夫…健康教育の活動にお

いて、いかに導入の授業で興味関心を高めるかは、その

後の活動に大きく影響してくる。そこで本校では児童が

興味を引くような話題をストックしておき、工夫を凝ら

した大型教材を作成して養護教諭を活用した授業も取り

入れている。児童の関心を高め、その後の自己課題を設

定するのにも効果的だった。 

② 資料のデジタル化による指導方法の工夫…せっかく作

成した授業の資料は保管が難しく、また翌年の先生はど

うやって使ったらいいのかよく分からない…というのが

課題であった。これを解決するために、各生活習慣にお

ける資料をプレゼン化してセリフや指導案を添付した。

また課題を把握する段階で児童が自分の生活ぶりを振り

返るためのプログラムや、インターネットで調べ学習を

効率的にする健康関連のリンク集もつけた。今年度は養

護教諭の転出入があったが、新しい養護教諭による導入の授業でも児童の興味を引き関心を高め

るのに有効に活用された。なお現在県内 200校以上、県外にも多数配布させて頂き、研究授業

や授業参観、学校保健委員会などで使用してのご意見が寄せられている。現在は性教育版を作成

している。 
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③ 明小タイム（朝の黙想の時間）…職員朝会が終わるとすぐに、放送によって全校一斉に１分間

の黙想をする。姿勢や呼吸を整えたり、発生したけがの様子を伝えたり、保健・安全・食育など

の一言情報を盛り込んだりしている。 

（２）児童主体の活動 

① 清潔習慣検査…ハンカチの携行、ティッシュペーパーの所

持、歯ブラシの所持、歯みがき、爪（手のひらから見て見え

ないこと）。以上５点について、月に２回、職員朝会をして

いるときに保健委員が各クラスを検査する。検査結果は個

人・クラス・全体等でデータ化し、結果の良かったクラスや

全体結果の変移などを掲示物や昼の放送で保健委員から知ら

せる。そして学期ごと、また年間の清潔大賞を上位５位まで

のクラスを終業式などで表彰する。さらに個人には６年間通

して使用する清潔習慣個人カードが毎学期配布され結果を振

り返えることができる。一つも×が付かない場合は賞のシー

ルが貼られる。これらのことは個々に、またはクラス全体で

清潔習慣を徹底しようという意欲づけになった。また、クラ

スの学期ごとの結果は学期末に担任に配布され、学期の結果

が通知表所見に記載される。この検査はすっかり定着し、担

任からは学年だよりや学級だよりで家庭へ啓発される一方、

忘れないための指導の手だてを真剣に考える担任も増えてき

た。さらに、持っているだけでなくハンカチをきちんと使う、

歯みがきを正しく行うなど、望ましい習慣への指導まで意識

が高まった担任が多いのにも驚かされる。児童だけでなく、

家庭、そして担任の意識も高められた。 

② 掲示物での啓発…平成16年度までは主に保健委員会で、そ

して平成17年度は掲示委員会が健康に関する季節や行事にあ

わせた掲示物を作成している。いかに啓発力のある掲示物を

作成するか試行錯誤している。 
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（３）学校・家庭・地域の連携と、啓発活動 

① 学校保健委員会 

○第１回（全90分） ○第２回（全45分） 

発表者 内    容 発表者 内    容 

児童保健委員会 清潔習慣検査の様子と結果発表 児童保健委員会 「心の色は？」「脳とけが」 

ＰＴＡ保健体育部 学校開放日ワークショップの紹介 健康指導部Ｔ１ 生活習慣と脳の疲れの関連 

保健主事 学校の健康教育の取り組み紹介 健康指導部Ｔ２ 明治小児童の生活習慣の考察発表

学校医、学校薬剤師 指導と講評 ＰＴＡ保健体育部 
生活習慣保護者アンケート結果と

考察 

養護教諭 
近隣学校と本校との比較、考察、

結論 
出席者：学校医、学校歯科医、学校薬剤師、教育長、Ｐ

ＴＡ会長、栄養士、児童学校保健委員、ＰＴＡ保健体育

部、学校職員 

 

出席者：学校医、学校歯科医、学校薬剤師、教育長、栄

養士、３年～６年児童、ＰＴＡ保健体育部、ＰＴＡ希望

者、学校職員 

年度初めに具体的な計画をたて、学校保健委員会を中心とし

て事前に健康集会や掲示物での啓発、調査活動、ＰＴＡの作業

などを進める。また事後には全校への伝達や指導事項の改善を

行う。第２回については、平成12年度より高学年児童全員参加、

公開型、90分、「けがの防止」をテーマに実施してきた。学校、

児童、ＰＴＡの発表の他に、サブテーマに関連した専門家から

の講演を実施する。今年度は「けがを防ごうⅥ～心の健康とけが～」がテーマである。積み上げ

たデータから、生活習慣がけがの主因であることを伝える重要な授業であったため、３年生以上

全員参加で行った。町内の小学校よりアンケートの協力を頂いて実施された。 

② 健康コーナー…学校開放日の健康コーナーでは学校の実践の紹介とともに、自分の健康を振り

返るようなコーナーを設けている。身長、体重、体脂肪、アルパッチテスト、姿勢確認、骨量測

定など健康に興味をもってもらえるように自分のデータを測定

してカルテを持ち帰ることができる。これは健康指導部で計画

し当日の運営はＰＴＡ保健体育部員が行う。 

③ ＰＴＡ行事との連携…保健体育部だけでなく、様々な部から

協力をいただき、健康ハイキングやヒップホップダンス教室、

料理教室、食育セミナーなど、健康に関する行事が毎年実施さ

れている。 

④ ホームページでの啓発…家庭や地域への啓発や他校との情報の

共有化のために健康教育のページをアップしている。学校保健委

員会の様子やけがの現状を伝え、他校へのソフトの頒布なども行

っている。 

アドレスは http://www.mei-433.jp 
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⑤ 就学前健康教室…保護者や各園、園児に、就学前から生活習慣

について学校と歩調を合わせてもらうため、３学期初めに各園に

出向き、生活習慣の学習会を行っている。このことで保護者から

の共通理解が得られるとともに、各園からも同一歩調での指導を

していただける。 

５ おわりに 

どんなに小さな実践でも健康教育を学校の中だけのものとして捉え

ていたのでは限られた成果しか得られない。義務教育段階での学習や

体験が、その後の生涯健康教育を大きく左右するのは明白である。し

たがって児童・生徒をより深く、大きく、広く、確かな健康教育に触

れさせる必要性を感じる。「深く」は楽しい授業を中心とした自らの

活動を通して。「大きく」は授業以外の児童から児童への啓発など

様々な啓発活動に触れて。「広く」は家庭への啓発から連携へ、さらに地域への啓発から連携へ。そ

して「確かな」は個々や全体の変容を評価し確認しながら推進する。これらの実践を職員の理解や協

力を得ながら推進していくことが大切であると考える。実践を行う中で、本校での健康教育に「広

く」の部分が不足していることを痛感している。地域への啓発や連携を強めることによって、より充

実した、生涯健康教育に寄与する健康教育を目指したい。 
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家庭・地域とともにつくる健康づくり 

～学校保健委員会から始まる健康づくり～ 

 

埼玉県越谷市立大沢北小学校 

１ 学校紹介 

１）本校の概要 

越谷市は、埼玉県の南東部に位置し、首都東京から25km圏内

という地理的環境にあり、中核都市として発展を遂げてきた町

である。 

本校は、越谷市のほぼ中央に位置し、児童数651名、学級数

23学級の中規模校である。平成７年度からは「体力づくり」を

中心とした健康教育に取り組んでおり、本校の特色の１つとな

っている。 

２）本校の健康教育 

本校の教育目標は、目指す児童像を右記のように定め、

「夢と希望を持ち、自ら進んで行動する児童の育成」を目

指している。 

特に健康教育では、教育目標の「よく遊ぶ子」をうけ、

平成７年度より体育授業はもとより、全校一斉の業間運動、昼休みのわんぱくタイム（クラス遊

び、縦割り遊び）など、運動や遊びに親しむことによる体力づくりを心がけている。体を思いっ

きり動かし、充実した学校生活を送る中で大きな夢を持ち、その夢を大きく育てて本校から巣立

っていけるよう、「汗いっぱい、笑顔いっぱい、夢いっぱい」をスローガンに、体を動かすこと

を通して健康の保持増進を推進し、たくましく生きるための健康・体力などの「生きる力」を育

成することを基本的なねらいとしている。 

また、平成16年度からは、体だけではなく心にも視点をあて、児童一人一人の心に響く道徳授

業の充実を図り、仲間との関わり合いを大切にすることで心身ともに健康な日本人としての成長

を願い、健康教育を推進しているところである。 

 

 

 

 

 

第１学年 体育科 

「『ねことねずみ』のおに遊び」 

第５学年 道徳 

心の先生(地域人材道徳教育特別非常勤講師)の活用 

目指す児童像 

○よく学び（確かな学力） 

○よく遊び（健康・体力） 

○思いやりのある子 

（道徳性・豊かな人間性・社会力）
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２ 健康教育の取り組み 

生涯にわたって健康で充実した生活を送るための基礎を培うよう、各教科、道徳、特別活動、総

合的な学習の時間など、教育活動全体を通じて健康教育を推進している。教育計画の立案にあたっ

ては、今日的な課題を踏まえ、児童が自らの生活習慣や心身の状態を見つめ直し、課題を自ら解決

していく態度、つまり児童一人一人の「生きる力」を身につけることを重視している。 

○よりよく実践するための配慮事項 

・全職員が健康課題の把握に努め、発達段階に応じた指導計画の立案に努める。 

・本校の特色である体力づくりを基盤に、心を育てる心づくり（児童一人一人の心に響く道徳授

業の実践など）、生活を整える生活づくり（Ｔ．Ｔにおける授業実践、「健康がんばりカード」

の活用など）に重点を置いて取り組む。 

・学校内はもとより、保護者との共通理解を十分に図り、連携して推進していくことが大切であ

ることから、授業参観を利用して公開授業を行ったり、健康課題の解決の場である「学校保健

委員会」を活用して、その活性化に努めている。 

・地域に開かれた学校づくりに健康教育を位置づけ、地域の人材の活用を行う。 
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３ 具体的な取り組み 

１）本校の特色の１つである「さわやかタイム」(業間運動)・「わんぱくタイム」(拡大昼休み) 

「さわやかタイム」は、毎日５分間の運動を継続して行うことで、基礎的な体力を養うことを

目的として、以下のように季節ごとに実施している。そして、「さわやかタイム」終了後は自由

遊びとなり、「さわやかタイム」をきっかけとして、校庭に出て積極的に体を動かすことを奨励

している。 

学 期   目 標 ・ 内 容 

１学期 運動会に向けて、クラスの和を高める 

  「さわやか体操」、曜日別ストレッチ運動 

２学期 持久力の育成を図り、さわやか走へのめあてを持たせる 

   マラソン、縦割りリレー 

３学期 寒さに負けず、運動に親しむ意欲を育て、持久力を高める 

   リズム縄跳び、クラス対抗大縄とび 

 

 

 

 

 

 

<３学期のリズム縄跳び> <１学期のさわやか体操> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）家庭とのきずなを深める体育学習新聞「さわやかだより」 

本校の取り組みや学校での子どもたちの様子を便りで知らせることにより、本校の方針への深

いご理解をいただくと共に、子どもたちを健康な状態で送り出してもらうことへの協力をお願い

することに役立っている。（学期１回の発行） 

３）「健康な生活習慣づくり」を目指して 

「さわやか体操」は、子どもたちが親しみやすい曲に、本校独自の

運動を振りつけし、「さわやかタイム」の時間をはじめ、運動会、

さわやか走大会（マラソン大会）の折にも実施している。 

また、週１回の「わんぱくタイム」は、学級毎

に45分間思いっきり遊ぶ時間を設けることで、体力

の向上とクラス内の児童の一体感を育てることをね

らいとしている。 
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体力づくりを推進しているにもかかわらず、スポーツテストの結果を見ても、目に見えて体力

が低下している現状にある。と同時に、生活時間の夜型化、朝食の欠食、ストレスの増加など、

子どもの心身の健康に深刻な問題が生じているのも事実である。このような実態から、児童一人

ひとりが「自分を振り返り、気づき、歩んでいく」というプロセスを大切にした「健康な生活習

慣づくり」の確立に重点を置いた取り組みの必要性を感じ、以下のような工夫をすることで、心

身両面ともに健全となることを目指している。 

①『学校保健委員会』で問題意識の共有化 

毎年、子どもたちの健康状態や生活の実態調査をもとに、本校の健康面での問題点は何か、

子どもたちが生き生きと育つにはどうしたらよいのか、そして、どのような取り組みをしてい

けばよいのかを「学校保健委員会」で話し合うようにしている。 

特に、生活習慣づくりについては、家庭、地域の協力が不可欠であるため、「学校保健委員

会」を核にして、学校と家庭が連携を密にし、足並みを揃えて実践できる体制作りを目指して

いる。 

平成16年度 生活習慣を考えよう 

体力の向上を目指して体力づくりに取り組んでいるにもかかわらず、体力が落ち込ん

でいる現状から、一日の活動の原動力となる食事、特に朝食について改めて考え直す機

会となった。 

平成17年度 生活習慣を考えよう Ⅱ 

議 題 主な出席者 所要時間 主な成果 

・生活のリズム

を 整 え よ う

（６月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校職員全員、

ＰＴＡ役員、Ｐ

ＴＡ環境保健部

員 、 一 般 参 加

者、児童保健委

員会 

６０分 

 

・生活習慣に関するアンケート結果を

提示することで、本校における問題

点が浮き彫りとなり、「早寝」「早起

き」「朝ごはん」の３項目について、

「健康がんばりカード」を用いて意識

づけを行うことを決定した。 

（２学期より実施） 

・参加できなかった保護者にも、「学校

保健委員会」の内容を知らせるプリ

ントを配布し、全家庭で取り組んで

いくことを呼びかけ、連携を深め

た。 
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議 題 主な出席者 所要時間 主な成果 

・「心の健康」

と生活習慣につ

いて（12月） 

 

学校歯科医、本

校職員全員、Ｐ

ＴＡ役員、ＰＴ

Ａ 環 境 保 健 部

員 、 一 般 参 加

者、児童保健委

員会 

６０分 

 

・「健康がんばりカード」を使用するこ

とにより、生活リズムを整えようと

する意欲が高まり、中でも「起きる

時間」「朝食」の項目については改善

の傾向が見られた。 

・意見交換の場を設けたことにより、

他の家庭の様子を知ることができ、

保護者からは「今後の生活改善に役

立てていきたい」という前向きな感

想も寄せられた。 

・そして、今後も学校と家庭ととも

に、子どもたちの健やかな成長（心

の健康を高めるためにも）を願っ

て、生活リズムを整えていくことの

重要性を訴えていくことを再確認し

た。 

 

② 「健康がんばりカード」の活用 

「学校保健委員会」での話し合いを受けて、子どもたちに生活

習慣について意識してもらおうということで考え出されたのが、

「健康がんばりカード」である。子どもたちの行動変容を意識し

ての内容となっている。毎月第１週を自分の生活を振り返る週と

し、親子で取り組むことにより、健康生活への習慣化をねらいと

している。 

③ 「健康で安全な地域づくり」を呼びかける『やまびこの会』 

今年で15回目を迎える『やまびこの会』は、実施期間を夏

休みとし、参加者の輪をＰＴＡ・各自治会長・児童部会長・

主任児童委員・学校評議員等に広げることで、それぞれの立

場からの意見をもとに、解決に向けての話し合いを行ってい

る。毎年、多くの参加があり、地域の方々の学校教育への関

心の高さを感じている。「地域とともに子どもたちを育てていきましょう」という意識が年々

強まり、子どもたちの健康生活に対する意識改善につながっている。 

④ 健康教育推進の啓発活動 

ア 「学校だより」の家庭・地域への配布 
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本校では、さらなる学校教育の推進を願って、２年前より、保護者だけではなく校区住民

にも配布するようにしている。学校で実践されている保健活動などに対する理解が深まり、

学校と家庭や地域が連携して児童の健康管理やそれを進めるための環境整備を行う大きな力

となっている。 

イ 地域の教育力の活用 

地域とともに健康教育を推進することで、地域の方々の学校教育への理解が深まり、支援

体制も強化されつつある。こうした中で、「学校保健委員会」には、保護者にとどまらず、

栄養士、学校医、校区の各種団体の代表などの参加を得ている。 

また、健康教育の授業に、警察官、地域のお年寄り、退職された教員などを講師として招

聘している。地域講師の授業参加は、教師が単独で指導にあたるよりも幅や深まりが生まれ、

学習効果も大きいものとなっている。 

ウ 公開授業の実施 

発達段階に応じた指導のねらいや指導内容を伝えるための方法の１つとして、年間計画に

位置づけられている授業参観に合わせて実施している。 

参観後には、アンケート用紙に、参観の感想や家庭での児童の様子を伝えてくれる保護者

もおり、年々参加者の増加がみられる。 

 

 

 

 

 

 

＜１年学級活動「きれいな体」＞ ＜６年保健学習「病気の予防」＞ 

 

エ 「ほけんしつだより」の活用 

全保護者に対して、しかも継続的につながりを持つことができる「ほけんしつだより」を

保健室と家庭をつなぐコミュニケーションの手段として、有効に活用していきたいとの思い

から、表面の工夫はもちろんのこと、裏面を活用しての「保護者向けのほけんしつだより」

の発行を心がけている。 

平成16年度からは、「生活習慣」をテーマに特集をくんでいる。全家庭に生活リズムにつ

いてのご意見を募集し、各家庭で工夫して取り組んでいる内容を紹介したり、「健康がんば

りカード」の様子や実施してみての感想、工夫点などを紹介することで、健康づくりの輪が

広まることを期待して、今後も寄せられた意見・実践などを伝えていきたいと思う。 

４）成果と今後の課題 

① これまでの成果 

健康な生活の始ま

りとして、まずは

体をきれいにする

ことを通して意識

づけを行っている

最終学年の６年生

では、自分の生活

習 慣 （ 特 に 食 習

慣）について考え

ることにより、よ

りよい生活に結び

つけている。 
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・健康を高める生活の仕方 

「健康がんばりカード」を活用したり、健康を意図した授業実践を計画的に行うなど、あら

ゆる機会を通じて健康生活の大切さを訴えてきたところ、児童は、自己の健康に少しずつ関心

を持ち、意識し始めてきている。特に、早寝、早起きなどの生活リズム、朝食に関することな

ど、健康のための生活づくりに意識して改善を試みようとしている様子がうかがえる。 

朝食の有無

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ１５

Ｈ１７ はい

ときどき

いいえ

寝る時間

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ１５

Ｈ１７
９時前

９～１０時

１０～１１時

１１時以降

 

・家庭・地域とともに 

「家庭・地域とともに協力し合って」ということを意識して健康教育を進めてきた。 

結果、「健康は、子どもたちの将来にとって何より大切なものである」との認識が深まり、学

校・家庭・地域が一体となって、子どもたちを育てていこうという体制が整いつつある。 

 そして、家庭・地域の意識が変わって 

きたことで、子どもたち自身の健康に対 

する意識の高まりにつながっている。 

 

 

 

 

                  <保健室前の掲示板「大沢北小学校の健康づくりの輪」> 

 

② 今後の課題 

・子どもたちに健康に対する意識が高まってきたとはいえ、その高まりにはバラつきがあり、

児童一人一人が自分の健康を意識し、主体的に健康な生活を実践できるよう今後も系統的・

計画的な指導を継続していきたい。 

・健康な生活習慣づくりについては、日々の積み重ねにより確かなものとなっていくので、小

学校期のみではなく、積極的に地域の関係機関（幼稚園・中学校も含めて）へも連携の輪を

広げ、地域ぐるみで児童生徒の健康を考えていけるよう取り組みに工夫を加え、更なる充実

を目指していきたい。 

 

保健室前の掲示板には、１年間、 

健康な生活について意識してきた結果、 

子どもたち自身が体得した健康のヒケツ

がたくさん寄せられている。 
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健康で豊かな心と体づくり 

～学校・家庭・地域とともに～ 

 

高知県高知市立泉野小学校 

 

１ 本校の概要 

本校区は、高知市の北部の高知自動車道高知インター入

口近くに位置している。校区の南部は東西に新興住宅地が

ひろがり、その間には田畑も点在しているが、現在なお住

宅等の造成が進んでいる。北部は大部分が山地で耕作地も

見られる。 

もともと、本校区は薊野・東秦泉寺の農村地帯であった

が、昭和52年ごろから都市化が進み、現在のような様相を呈するにいたったものである。高知市街地

環状道路、アクセス道路、北部環状線道路、高知自動車道が須崎市まで開通し、それに伴い、大型店

舗が開店し校区は大きく変わってきている。 

本校は、児童数625名、23学級である。来年度で開校25周年を迎えるが、開校当時から自然環境に

は非常に恵まれていた。この自然を生かした特色ある学校づくりができないかと考え、当時の学校長

やＰＴＡ、地域住民の皆さんが協力して、裏山にフィールドアスレチックを設置することができたの

である。自然を利用した様々な設備で楽しみながら子どもの心と体を鍛錬し、21世紀を担う、知的に

も体力的にも優れた泉野の子どもを育ててほしいとの強い願いがあり、今日まで脈々とその願いが受

け継がれている。 

２ 学校教育目標と健康教育 

本校の学校教育目標は「生きがいのある学校」とし、活力あふれる子どもの育成をめざしている。 

学校目標の具現化については、教育活動や経営活動を高め、学校が活性化し、教師にとっても児童

にとっても学校が「生きがいのある」ところとなることである。また、本校のめざす児童像は『気づ

き考え判断し、いきいき活動する泉野の子 ～かしこく・やさしく・たくましい子～』とし、その実

現に向けて、それを実現するための手法を具体的に提示していきたいと考えている。 

健康教育の大きな柱として、児童の基礎学力の定着と向上をめざし、学校や家庭、地域が一体とな

って、心と体の健康を保ちながら、児童自らが生涯にわたって、健康でいきいきとした生活を送るこ

とができるための実践力のある児童を育成することをねらいとしている。 

３ 具体的な取り組み 

１）食に関する指導 

平成13年５月に実施した生活スタイル調査をもとに実態把握をして、朝食の欠食率の高さや食

事内容の偏り、夜型の生活リズムが浮き彫りとなった。朝食の欠食や睡眠不足のために授業に集
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中できない実態や給食の残食量の問題も見られた。そこで研究主題を「健康な食生活 気づき・

考え・実践 ～学ぶ意欲は朝食から～」とし、「食」を軸とした健康教育の推進とあわせ、学校

医や大学の協力による授業や学校・家庭・地域と連携した実践的な取り組みを行った。 

① 食教育の拠点「健康ルーム」の開設 

自分の食生活を振り返り、健康な生活ができる食教育の拠点

が必要と感じ、さまざまに活用できる「健康ルーム」を平成13

年６月より開設した。そして、テーブルや椅子等は県内産の杉

やひのきで作ってもらった。給食時間に学校栄養職員がワンポ

イント指導をしたり、給食試食会、健康情報の展示や学習会な

どもしている。 

② 教科・特別活動における病院や研究機関と連携した指導 

 保健体育３年  

健康参観日で行った学校医が出演した健康に関する劇のビデオを活用して、「毎日の生活と

健康」についての授業を学級担任と学校栄養職員がＴ．Ｔで行った。 

 保健体育６年  

学校医のいる病院の検査部の協力を得て行った骨密度の測

定と食生活の調査結果を活用して｢病気の予防｣の授業を行っ

た。 

 総合学習４年  

「いのちの学習」の中で、「健康な体づくり」の内容を、

手のサーモグラフィの測定と食生活の調査を高知女子大学の

協力で行い、その結果をもとに授業を行った。（添付資料参

照） 

③ 地域や自分たちの作った農産物を給食に活用 

５年生では、地域の農家やＪＡの協力により、水田を借りて稲作体験を種籾から栽培してい

る。その米を給食に導入したり、２年生ではミニトマトの栽培を通じて近隣のフルーツトマト

の栽培農家と交流し、農家から直接納入してもらい全校児童が食材について知り、親しみを感

じている。 

④ ＰＴＡの食育活動 

「朝食をしっかり食べて元気に登校！」をキャッチフレーズに食生活改善推進協議会の協力

で朝食の展示や朝食のデモンストレーションを行い、地域の量販店で惣菜を活用したバイキン

グ体験と栄養診断などは地域と連携した実践的な取り組みを行った。 

２）教育相談活動 

重点的な取り組みとして、校内研修、支援会議をもとにしたチーム支援の取り組み、学校カウ

ンセラー制度の活用、子ども室の充実を行っている。 

〈健康ルームでの給食風景〉

〈骨密度の測定風景〉
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① たのしい学校生活を送るためのアンケートＱ－Ｕを実施し、アンケートを分析しながら学級

での温かい人間関係づくりを基盤に健康教育に取り組む。 

 校内研修  

昨年度学習した「Ｑ－Ｕ」を、今年度は全学級で２回実施し児童理解・支援に活かした。夏

休みにはその結果を持ち寄り、事例研究を通して「Ｑ－Ｕ」の活用法について研修した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ＨＯＴな会「支援会議」をもとにしたチーム支援の取り組み 

子どもたち一人ひとりが自分らしくのびのびと学校生活が送れるように、全校で予防的教育

相談に取り組んでいる。支援会議をすることによって、担任一人がかかえこむことなく、全教

職員で共通理解することができた。また、チームで支援することで連携がとれ、学校へ来にく

い子どもの居場所づくりがスムースにできた。 

３）心や体がかがやく「いのちの学習」 

「いのちの学習」は第４学年に位置づけ、児童の心と体がすこやかに成長していくことを願っ

ての学習である。 

① いのちの始まりを知る 

妊婦さんと助産師さんの協力を得て、胎児の心音を聞いたり、腹壁を通して胎児に触れたり

して、胎児の状態を想像していく。具体的な活動を通して自分の誕生を再認識させるとともに、

いのちの尊さについて保護者とともに学習した。（添付資料参照） 

② 二分の一成人式 

今までの10年間、家族やまわりの人々に大切に育てられたことに感謝し、かけがえのない尊

い命を大切にし、さらによりよく一生懸命生きていこうとする気持ちを育てたいと考え、二分

の一成人式を通して考えていく機会としている。又、家族の方にも協力していただき、ありが

とうの手紙へのお返事や、10年間を振り返ってのメッセージを話していただいた。） 

子ども室：休み時間に解放

「Ｑ－Ｕ」の見

方と支援の仕方
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４）学校保健委員会 

 ～学校・家庭・地域が一体となった健康参観日～ 

健康教育を推進していくために、子どもたちの健康に関する課題を、学校保健委会で話し合い

健康参観日のテーマを設定している。児童の実態をもとに校医がシナリオを作成、病院スタッ

フ・保護者・教員が、講演と劇を中心に行っている。 

  第１回 「生活習慣病予防」 

 

 

 

 

 

 

  第２回 「朝ごはんをみなおそう」        第３回 「睡眠をみなおそう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いずみの座いずみの座

朝ごはんの集計朝ごはんの集計
4%4%

10%

82%

必ず食べる

１週間に１～2回食べない

１週間に３～４回食べない

ほとんど食べない

骨密度・動脈硬化の検査・運動検

査に保護者や地域住民50名参加 

展示：食生活パネル・ジュースに

入っている砂糖の量の展示 

大人の生活に引きずられた

基本的な生活リズムの乱れか

ら、朝の目覚めが悪く朝食を

食べてない割合が高い。ま

た、保健室への来室や欠席が

休みあけ多くなるという実態

をうけシナリオをつくった。 

朝食の内容が、甘いパンだけだったり、お茶漬け

のみという実態もあった。食事の中でも朝食は、健

全な発育・発達だけでなく、学ぶ意欲にも影響して

くることからこのテーマを設定した。 

食生活の乱れから将

来、骨粗しょう症！ 

「ぼくたち・わ

たしたちの 10年

間」グループ発

表 

子どもを思う

気持ちはみん

な一緒 
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  第４回 「自分を大切にしよう。ストップ！タバコ・お酒」 

 

 

 

 

 

 

 

５）裏山「いずみの森」から広がる世界 

   ～人、もの、こと、とのかかわりを通して～ 

本校には自然がいっぱいの裏山（いずみの森）

があり、その特色を生かしたフィールドアスレチッ

クで、楽しみながら体力づくりができるように工夫

している。これらの取り組みは本年度で18年目を迎

え、春にはいずみの学級の児童がたけのこを掘った

り、しいたけの収穫をしている。秋には、落ち葉や

どんぐりを拾いに森へ入ったりしている。 

  「いずみの森」の整備 

昨年の台風上陸でいずみの森が荒れ果ててしまった。子どもたちは、何とかしてこのいずみの

森を元の形に戻し後輩たちがもっと楽しく使えるようにさまざまな案を考えた。愛好作業日に地

域の方々の力を借りて倒れた木や壊れたアスレチックの撤去、巣箱・木のネームプレートをつく

った。 

森林局、地域の方々との出会いや、さまざまな体験は自然を大切にしていくことや、自然を愛

する豊かな心を育むことができた。 

 

 

 

 

 

４ 成果と課題 

学校保健委員会の立ち上げは３年目と浅いものの、学校医を中心にした「健康参観日」の取り組み

は本校の特徴でもあるので、さらに地域や児童までも巻き込みながら充実させていきたいと考える。

予防的教育相談活動に取り組んだ成果として、現在不登校児童はいない。また、計画的な研修会を積

み重ねる事で教師集団の高まりもみられる。今後も、全教職員が温かい目で子どもたちを見守り、連

携を取りながら一人ひとりのニーズにあった支援をし、子ども達の成長を促進していきたい。最後に、

ツリーハウスの土台

ははずれ、竹や木が

根こそぎ倒される。

シナリオ 

父親からお酒を誘惑されて、しかたなくお酒を飲む習慣

が始まり、アルコール依存症になった。大人になり飲酒運

転で交通事故にあい、病院で飲酒の害について話しを聞く

Ａ君。タバコの話は中学校からタバコが習慣になってしま

ったＢ君、30年後に肺ガンになり大手術をうける。 
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恵まれた自然を生かした本校らしい取り組みを今後も模索していきたい。 

  いのちの学習 （参考資料） 

 

私たちも生きている 

・ 僕の心臓は１分間に57回、赤ちゃんは150回動いていました。僕の３

倍や！ 

・ 赤ちゃんは、一生懸命息をしてる。 

 

児童の授業後の手紙から 

お腹の中の赤ちゃんとご対面 

・ お腹をさわったとき心臓のような感じがしました。 

・ 赤ちゃんのいるお腹はとても柔らかかったです。 

・ お腹にいる赤ちゃんは私の声を覚えてくれてるかな？ 

・ リラックスするとお腹をける。お母さんの感情が赤ちゃんに

も伝わる。 

・ お腹をさわってすごく感激です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の感想 

・事前の学習の成果もあり、正しい知識が増えつつあるのが伝わってきました。それは[自分]が生

まれた事、将来自分達が創り出すかもしれない[命]についての知識です。昨今バーチャルの世界が

進歩し、恐ろしい事件や自殺が後を絶ちません。自分や他人の命を大切に思うためにもとても重要

な授業だと思います。胸があつくなる、感動する時間を子ども達と共有できる有意義な参観です。 

・子ども達がお腹の中にいる赤ちゃんの心音を聞かせてもらったり、妊婦さんのお腹を触らせてもら

ったりとても貴重な体験だと思います。出産シーンのビデオを子ども達は、興味深く見ていたよう

な気がします。私も子どもに「お母さんにもお父さんお母さんがいて生まれてきたがよ」「命は一

人に一つしかないから大切やね・自分の命と同じで友だちの命も大切やね」などなど、お布団の中

で話しながら寝たことでした。 

いのちの学習で学んだこと 

・ 命から命が生まれることがすごい。この勉強は

命がどれだけ大切かという勉強だと思う。 

・ たった一つの命が大切。 

・ 命の学習をして、大切なのは人を思いやる気持

ちが大切だと分かりました。 

・ 命の勉強をして人は人を大切にして自分も大切

にしないといけないことが分かりました。 

僕が産まれた時、お母さんに願いを込められ生

まれてきた。自分をこれから変えていきたい。
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自分の健康を自分たちでつくろうとする児童の育成を目指して 

 

群馬県高崎市立東部小学校 

 

１．本校の概要 

本校は高崎市郊外に位置し、急速な宅地化による児童の増加に

伴い、昭和49年に開校した比較的新しい学校である。学校の東に

は｢井野川｣が流れ、その近くには｢くじら森公園｣がある。また、

広い校庭には固定施設が数多くあり、校庭を取り囲んで本校のシ

ンボルである「ゆずりは」の木の他、東側には｢東部山｣と称する

雑木林がある。周辺には田畑が残り、緑に恵まれ、騒音も少なく

学習環境に適している。 

本校は、高崎市郊外に位置する全校児童810人の大規模校である。創立以来、「心と緑の豊かな学

校」をスローガンに、地域の自然を生かした教育活動を通して、心身ともに健康な子供の育成にあた

っている。 

２．学校経営方針と健康教育 

本校の教育目標は「心と緑の豊かな学校づくりを進める中で、調和のとれた人間性と社会性を育み、

自ら学び自ら考えて行動できる心身ともに健康な人間を育成する。」という教育理念の下、「仲よくで

きる子」「考える子」「じょうぶな子」「やりぬく子」の4つの具体目標から成り、健康教育は、学校教

育目標の大きな柱となっている。 

学校健康教育目標は、「心身ともに健康で、心豊かな児童の育成」であり、①健康の増進と体力の

向上に自ら取り組む子 ②思いやりの心を持ち、行動できる子 を目指している。 

特に、平成16年度からは「ことばは心」のテーマの下、日常の言葉づかいを見直したり、あいさつ

運動を展開したりして、「心の健康づくり」に力を入れている。また、総合学習では、高学年を中心

に、健康と食生活・運動との関連に注目し、生活の見直し･改善を図っている。これらの活動を通し、

地域の中学校や大学と連携を図り、お互いに関わりあいながら「自分の健康は自分たちでつくる」と

いう意識の高揚に努め実践している。 

３．教育計画での位置づけ 

「健康」を「生きる力」の重要な側面として捉え、「確かな学力」や「豊かな人間性」との調和を

図りながら、教育計画を作成している。 

本校の「健康教育」の中心は、保健衛生、性教育、給食指導、清掃指導、学校保健委員会であるが、

教科･道徳･特別活動・総合的な学習の時間など、全教育活動と連携･連動して推進している。 
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４．具体的な取り組み 

（１）学校保健委員会 

学校保健委員会は、児童の健康推進を目的とし、学校医、学校職員、ＰＴＡ役員、児童等が参

加し協議を行い年５回実施している。心とからだの健康づくりに焦点をあてて、子供たちに関わ

る今日的な課題を取り上げている。学校評議員や５・６年生全員参加による拡大での実施、校区

内の中学校や大学との連携による実施、ＰＴＡ保健委員の主体的な活動による実施も定着し、さ

らに充実した内容になりつつある。 

議題 主な出席者 主な内容と成果 

16年度 

第 ３ 回 ( 拡 大 )

「言葉づかいに

ついて振り返っ

てみよう」 

 

 

学校職員、児童

保健委員、ＰＴ

Ａ保健委員、Ｐ

ＴＡ本部役員、

学校医、学校薬

剤師、５年生児

童全員 

・言葉についてのアンケート結果（児童と保護者）をもとに

話し合った。アンケートの作成・集計や考察などＰＴＡ保健

委員会が実施した。 

・相手のことをほめるゲ

ームや、乱暴なことばと

好意的なことばを唱える

ことで参加者全員が気持

ちの変化を体験した。 

・学校保健委員会便りを

配布し、家庭内で言葉づかいについて振り返る手立てとし

た。 

16年度 

第 ５ 回 ( 拡 大 )

「ことばは心」 

（別添参照） 

学校職員、児童

保健委員、ＰＴ

Ａ保健委員、Ｐ

ＴＡ本部役員、

学校医、学校薬

剤師、塚沢中生

徒保健委員･職員 

・１月の生徒指導目標「言葉づかいに気をつけよう」に対

し、各クラスで具体目標を決めて取り組み、その成果を話し

合った。 

・「こんなこと言われた

ら、されたらどうする」

というテーマで、保健委

員がストーリーを５つ作

成し、各テーマに分かれ

て解決策等をグループで話し合った。その中で、本校の卒業

生（中学生）からのアドバイスが大変有効であった。 

・保健集会で、全校児童に知らせ、各クラスで言葉づかい等

について再度話し合う手立てとした。 
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17年度 

第１回 

「あいさつにつ

いて」 

 

学校職員、児童

保健委員、ＰＴ

Ａ保健委員、Ｐ

ＴＡ 

本部役員、学校

医、学校薬剤師 

・本校児童のあいさつについてのアンケート結果をもとに話

し合った。 

・児童が作成したあいさつ

についての○×クイズを実

施した。 

・保健集会で話し合ったこ

とを全校児童に伝えた。あ

いさつがあまりよくできて

いない実態から、児童保健

委員と教職員が朝のあいさつ運動を行うこととなった。 

17年度 

第４回(拡大) 

「世界エイズデ

ー in た か さ

き･･･東部小の

取り組み」 

「かぜの予防に

ついて」 

学校職員、児童

保健委員、ＰＴ

Ａ保健委員、Ｐ

ＴＡ本部役員、

学校医、学校薬

剤師、学校評議

員 

・エイズデーに向けての各学年の東部小の取り組みをまとめ

た。保健委員がエイズについての○×クイズを作成した。 

・かぜの予防については、保健委員が衛生検査や手洗い、欄

間換気の様子調べをして、結果をまとめ、実態に基づいたか

ぜ予防法について話し合った。 

・「エイズデーに向けての取り組み」「かぜの予防について」

ともに朝の保健集会で全校児童に呼びかけた。 

17年度 

第５回(拡大) 

「 朝 食 に つ い

て」 

学校職員、児童

保健委員、ＰＴ

Ａ保健委員、Ｐ

ＴＡ本部役員、

学校医、学校薬

剤師、塚沢中生

徒 保 健 委 員 ･ 職

員、健康福祉大

学職員 

・５，６年生児童対象の朝食についてのアンケート結果をも

とに話し合った。 

・５年生は総合学習｢健康について考えよう｣で学んだことを

生かして意見が言えた。 

・中学生からは、朝食と

関連のある睡眠について

示唆があり、また、健康

福祉大学の先生からは、

スポーツと朝食の関係等

の話もあり、話し合いの

内容が深まった。 
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（２）「心の健康｣のための活動 

① 今年度は、あいさつ運動に取

り組み、校長が朝礼であいさつ

や返事の大切さを呼びかけたり、

各学級であいさつについて話し

合い、クラス目標を立て実践し

ている。その様子については、

各クラスのようすをビデオ収録し、お昼の時間に放映した。また、朝のあいさつ運動を毎朝玄

関で保健委員・生活安全委員・職員が実施し、元気よく朝のあいさつを全校児童に呼びかけた

結果、あいさつしやすい雰囲気づくりができた。 

② 12月の人権週間では、低･中･高それぞれのテーマに沿って、

支援を必要とする人たちの疑似体験をし、学級ごとに話し合い

の場を設けた。また、その活動の様子を、学校保健委員会で発

表したり、感想などを全家庭に配布したりして、保護者にも人

権について考える手立てとした。 

③ 不適応行動を示す児童に対しては、職員会議で情報交換を行い、共通理解を図っている。夏

休みには、講師を招いて支援のあり方について研修し、適切な関わり方を実践に生かしている。

また、適正就学や教育相談部会等、コーディネーターが関わり、個に応じた支援体制を整えて

いる。学年やクラスとゆうあい学級との交流も密で、お互いに好ましい人間関係を築いている。 

④ 業前の読書の時間や、ＰＴＡボランティアによる読み聞かせ、図書委員によるテレビによる

読み聞かせを実施し、心豊かな児童の育成に努めている。 

⑤ 保護者は、講師を招いてのＰＴＡセミナーを開催し、子どもへの関わり方を学んだ。 

（３）総合的な学習の時間 

３年 ・リサイクル博士になろう(文化･環境) ・感謝の気持ちを伝えよう(栽培･心の健康) 

４年 ・調べよう水(地域･環境)    ・身近な食品を調べよう(食文化･健康) 

５年 ・群馬のお米ゴロピカリを作ってみよう(栽培･食) ・健康について考えよう(健康) 

６年 ・身近な環境問題を考えよう(環境)  ・世界の国々を調べよう(国際理解･食文化) 

４年の総合的な学習「身近な食品を調べよう」では、おやつについての指導を養護教諭・栄養

士と担任がＴＴ授業で実施した。また、外部講師を招いてのエコクッキング等も実施し児童一人

一人が、健康と環境の面から身近な食品についての関心を深めた。 

５年の総合学習「健康について考えよう」では、高崎健康福祉大学と連携し、５年生全員がラ

イフコーダをつけエネルギー消費量を測定し、その結果をもとに一人一人が食生活を振り返った。

子供たちは、年齢的に近い大学生に親しみを持ち、その示唆は子供たちに素直に受け入れられた。 
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（４）保健指導・保健学習 

① 健康教育は、年間計画に沿って実施している。特に、歯科保健指導や性教育(エイズ教育)で

は、学年に応じた系統的な指導を養護教諭と担任のＴＴ授業で実

施している。また、１年の歯みがき指導・２年の性教育・６年の

薬物乱用防止教育では、外部講師を招き、より効果な指導がなさ

れた。 

② 本校の特色である自作ビデオを活用しての｢歯みがき体操｣は、

全職員協力のもとに長期にわたり毎日継続して実施している。 

③ 総合的な学習の共通単元として位置づけられているエイズ教育

では、エイズについての基礎知識を学級や学校保健委員会で、取

り上げて確認している。また、「エイズデーin高崎」のキャンペ

ーン活動と協賛し、レッドリボンやメッセージカードの作成等、

全学年で実施している。レッドリボンは地域医療機関や学校評議員にも配布し、地域を巻き込

んだ取り組みをしている。 

５ まとめと成果 

① 朝のあいさつ運動や各クラスの取り組みを通して、学校内でのあいさつは少しずつ定着してき

ているが、地域でのあいさつは十分とはいえない。今後も地域や家庭と連携を図り、継続してい

きたい。また、校内研修でも言葉による自己表現の充実を図りたい。 

② 総合的な学習を実践することにより、健康と食生活・運動が密接に関連していることを一人一

人が実感することができ、生活習慣の見直しができた。 

③ 歯科衛生士や養護教諭が授業に参画したり、歯みがき指導を実践することにより、歯の健康に

対する意識が高まった。 

④ 学校評価でも｢児童の健康づくりに努めていますか。｣という項目で、職員･保護者･児童とも

90％前後の高い数値でよい評価であった。 

今後も、全教育活動を通して、「心身ともに健康で、心豊かな児童の育成」を目指して、学校･

家庭･地域との連携を図りながら、健康教育を推進していきたい。 
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  第５回  学校保健委員会            平成17年２月２日(水） 

      高崎市立東部小学校図工室                 午後２時50分～３時50分 

 

活動の視点 

第３回の学校保健委員会では『言葉づかいについて振り返ってみよう』をテーマに、「乱暴な言

葉や好意的な言葉」についてのアンケート結果を通して実態を発表した。また、乱暴な言葉は気持

ちを荒げ、好意的な言葉は穏やかな気持ちにさせることを体験した。しかし、日常生活ではわかっ

ていても乱暴な言葉をつい使ってしまって、友だちの心を傷つけたり傷つけられたりしているのが

現状と思われる。 

そこで、第５回の学校保健委員会では『ことばは心』をテーマに、こんなことを言われたりされ

たりしたときに自分はどうしたらよいのかを考えることにした。言葉は人を傷つけもするが元気づ

けもする。そういった、言葉を認識することで少しのことでへこたれず、より豊かな学校生活が送

れるような話し合いができるとよいだろう。 

 

１．テーマ  「ことばは心」 

 

２．テーマについての取り組み 

第５回学校保健委員会では、第３回に続いて言葉について取りあげた。今回は学校全体に言葉づか

いについて呼びかけた。 

12月１日から７日までを人権指導期間とし、各クラスで年間計画に沿って人権意識を高めるための

指導をした。ビデオ視聴と体験と交互に行っているが、今年度は体験学習だった。低・中・高学年に

分かれ、高学年は高齢者体験、中学年はブラインドウオーク、低学年は人権擁護機関による人権教室

（ペープサー等）を実施した。その体験学習の中で、相手にかける言葉を意識化させた。 

１月は、生徒指導目標の「言葉づかいに気をつけよう」を軸に、各クラスで具体目標を決め、その

目標達成にむけて活動をした。目標や目標達成に向けての活動の様子は保健委員がビデオに収録し、

お昼の放送で放映することにした。また、各クラスの目標は校長室前の保健委員会の掲示板に貼り、

全校の児童に言葉づかいに対してより意識を持ってもらうことにした。 

また、保健委員の人たちによる「こんな言葉をかけられたり、こんなことをされたらあなたはどう

しますか？」を児童集会で発表し、言葉やそれに伴う態度に関して、みんなに考えてもらうための発

信もすることにした。また、塚沢中学校の保健委員の生徒にも学校保健委員会に参加していただき、

先輩としてのアドバイスをしてもらうことにした。 

 

３．テーマと各種活動、及び教科との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

なかよくできる子 

テーマ 

ことばは心 

月別目標1月 

言葉づかいに気をつけよう

特別活動･道徳 

１年・・よいことばわるいことば・あいさつ

２年・・あいさつすると 

３年・・ありがとうのことば 

６年・・言葉のおくりもの 

各教科 

国語･･･言葉の学習①～⑥ 

人権の学習  保健･･･心の健康⑤

家庭科･･･これからの家庭生活と社会

広報活動 

 ＰＴＡ保健委員、及び児童保健委員による学

校保健委員会便りの発行配布、児童集会での発

別 添 
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４．活動計画 

職      員 児童保健委員 ＰＴＡ保健委員

事 
 

前 

・テーマの決定・三師会、保護者への参加依

頼や連絡・Ｐ保健委員との発表内容のうち合

わせや確認・校長、栄養士、養護教諭、職員

参加への連絡調整・塚中への参加依頼、資料

作り、配布、保健主事の趣旨説明 

・テーマ確認 

・発表に向けての準備 

（塚沢中学校の学校保健委員

会に参加・ビデオ収録・発表

原稿作成・練習、会場作りの

手伝い） 

・司会確認 

  本時「ことばは心」 

事
後 

・資料を作成し職員、保護者に配布、報告 

・児童の感想をまとめる。 

・保健便りの作成、発行・児

童集会での発表感想を書く 

・保健便りの作

成、発行 

 

５．展開 

話し合いの流れ 時間東部小学校保健委員・塚沢中学校保健委員 ＰＴ保健委員 職員・三師会

Ⅰ、開会の言葉 

Ⅱ、あいさつ 

５  保健委員 

（司会） 

校長 

 

５ 

児童保健委員 

・塚中の学校保健委員会に参加した４名の児童に

よる東部小の６年生の生活習慣のアンケート結果

の報告 

  

 

１５ 

・１、２年（ペープサート）、３、４年（ブライ

ンドウォーク）５、６年（高齢者体験）の体験に

ついての感想や、いやな気持ちになった言葉や言

われてうれしかった言葉はどんな言葉かについて

の発表 

・１月の言葉づかいの具体目標のビデオ発表（全

クラス） 

・現在、児童は目標に向かってどんな努力をして

いるのか。 

家庭では言

葉づかいの

変化はある

のか 

クラスの取

り組みの様

子について

Ⅲ、協議 

１塚沢中学校の学

校保健委員会に参

加して 

２「ことばは心」 

①人権週間の活動

の様子 

 

 

 

②１月の生徒指導

目標「言葉づかい

に気をつけよう」

について取り組み 

 

③こんなことを言

われたり、された

らどうする？ 

２５ テーマごとに５班に分かれ対処法の協議・発表 

 （塚中も各班に参加し助言） 

Ａ班・・体に関すること（チビ、デブ、ブス） 

Ｂ班・・死ね、うざい、きもい、消えろ、○○菌

Ｃ班・・嫌なことを命令されたとき 

Ｄ班・・たばこを吸うようにさそわれたとき 

Ｅ班・・無視されたとき 

５つのテー

マについて

親の立場と

してどう対

処するか体

験なども含

めて協議 

各班に分か

れ指導助言

Ⅳ、指導助言 

 

Ⅴ、お礼の言葉 

Ⅵ 、閉会 

１０  言葉に対しての基本的な姿勢や生き方など 

経験を含めて話していただく。 

 

ＰＴＡ会長 

校医・薬剤

師 
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「日本一の学校に！」に共鳴した健康づくり 

 

岡山県和気町立和気中学校 

１ 学校紹介 

和気清麻呂公の出生地で知られる和気町は、岡山県の南東部に位置し、山と

清流と田園に囲まれた緑豊かな町である。特に藤公園は、藤の種類の多さでは

日本一を誇る美しい公園で、春には藤まつりが催され、全国各地より来園した

大勢の観光客でにぎわっている。 

和気中学校は、生徒数296名、11学級の中規模校である。生徒は、明るく純

朴で学校行事、部活動、生徒会活動などに熱心に取り組んでいる。本校の教育

的特色としては、和気町人権尊重の町づくり条例を受け、一人ひとり

の人権意識を高め、互いに認め合う生徒の育成を目指し、人権につい

ての学習や、仲間づくり、地域啓発活動を積極的に行っている。 

２ 学校経営方針と健康教育 

中学校教育においては、生徒が未来への限りない夢と希望を抱き、

豊かな人間性や理論的に思考し判断する力、自分の考えや思いを的確

に表現する力、問題を発見し解決する力等を身につけることが重要である。そこで、本校の教育目標

を「心豊かに、たくましく生きる生徒の育成」とし、生活指導、教科指導をはじめとするすべての領

域で生徒の成長に寄与したいと考えている。この教育目標を達成するため、健康教育は学校教育の基

礎となるものと位置づけ、保健目標を次のように定め、全教育活動の中で進めていくことを目指して

いる。 

 

 学校保健目標  「健康で安全な生活について考え、実践できる生徒の育成」 

         ① 健康な生活習慣の確立 

         ・朝食の充実化（食育） 

         ・歯みがきの習慣づくり（歯科衛生） 

         ・手洗い、うがいの習慣づくり（疾病予防） 

         ・疾病治療の勧奨  （健康管理） 

         ② 心の健康づくり 

         ・不安や悩みの解消    ・欲求やストレスへの対処 

         ・性的な発達への適応   ・健康相談の充実 

         ・違法薬物、アルコール、喫煙の防止 

 

（和気清麻呂）

（藤まつり）
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３  家庭や地域社会との連携 

１）学校保健委員会は、校内の協力体制はもとより、家庭や地域社会との協力関係を確立して地域

保健との密接な連携を図ることが重要である。とりわけ家庭の協力なしで生徒の健康は語れない

ため、校長の諮問機関的なあり方を発展させて、ＰＴＡ厚生部との協力のもとで行ったり、全校

保健集会として行ったりと柔軟性を持たせるようにし、知恵を出し合い学び合う場として弾力的

に運営している。 

平成16年度 第１回目 議題「朝ご飯どうしていますか？」 

      第２回目 全校集会（薬物乱用防止教室）「中学生とタバコ」 

平成17年度 第１回目 議題「健康度アップへの秘訣は？」 

      第２回目 全校集会（薬物乱用防止教室）「中学生とアルコール」 

２）関係機関との連携 

① 和気町健康対策課、和気町栄養委員さん、生徒保健委員会が協力しながら、食生活の改善に

向けての取り組みをしている。（後述参照） 

② 和気町健康対策課、保健所、和気町愛育委員さんに協力していただき、「乳児ふれあい体験

事業」を行っている。これは、家庭科の保育の授業の締めくくりとして、和気町内の乳児（３

カ月～８カ月）とその母親10組に授業に参加してもらい、乳児をだっこしたりおむつ交換をし

たりしながら、妊娠中の体験談や育児の大変さを聞き、命の大切さを知るという目的で行って

いる。愛育委員さんや町役場や保健所の保健師の方々が、育児に関する寸劇をしたり、班に入

っていろいろなアドバイスをしたりして、楽しく有意義な授業になるように活躍している。 

 

 

 

 

 

 

（「お願い！泣かないでね。」） （「わぁ～妊婦さんてたいへんだ！」） 

４ 「日本一の学校に！」に共鳴した健康づくり 

「和気中学校を日本一の学校にする！」は、数年来、生徒会の合い言葉としてさまざまな場面で生

徒たちに語りつがれてきた。あいさつがよくできる、友だちと仲良くする、交通ルールを守る、行事

を盛り上げる、委員会活動をがんばるなど、日本一の学校を目指して、生徒会の力強いリーダーシッ

プのもと、全校を上げて取り組み、成果を上げてきた。健康づくりにおいても、この生徒のパワーを

利用するのが効果的と考え、生徒が活躍する健康教育を推進してきた。 

１）生徒保健委員会を中心として 

本校の生徒保健委員会は、各クラス男女１名ずつの18人で構成され、前期・後期で委員は交代

する。定例の保健委員会が月に1回あり、そのほかにも必要時に開催している。本校では、生徒
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保健委員会を健康づくりの中心的存在と考え、健康に関する学校行事や日常活動に活躍している。 

① 薬物乱用防止教室 

この行事は、保健委員会が企画運営に参画している全校集会である。また、学校保健委員会

として、保護者や地域の方、町内小学校の保健担当者にも参加を呼びかけ、生徒の活動を見て

もらい、意見や感想をいただき、次年度の活動に活かすようにしている。 

なお、本校では薬物乱用防止教室を、３年サイクルの内容で計画している。一年目、「違法

薬物乱用防止」、二年目「喫煙防止」、三年目「飲酒防止」と毎年テーマを変えて、卒業までに

は、３つの内容が修了するように工夫している。 

生徒保健委員は、その年のテーマに沿った意識調査、調査結果の集計、まとめ、薬物乱用防

止教室当日の内容の計画、発表や運営に向けての準備、劇やプレゼンテーションの練習、当日

の司会進行、講師の紹介、謝辞、発表などすべてを運営する。 

※ 平成15年度 

○テーマ「違法薬物（シンナー、麻薬、覚せい剤）乱用防止」 

○当日の内容・開会のあいさつで、なぜ薬物乱用防止教室を開催するかの説明 

      ・薬物乱用防止教室の意義や必要性を寸劇にして発表 

      ・薬物に関する生徒アンケート結果と考察を発表 

      ・講師の講話（保健所 薬剤師）「中学生と違法薬物」、質疑応答 

      ・薬物乱用防止の標語募集 

この年は、地域の薬物乱用防止対策委員の民生委員、保護司の方が参加された。 

※ 平成16年度 

○テーマ「喫煙防止」 

○当日の内容・ 開会のあいさつで喫煙防止についての意義や必要性を説明 

      ・喫煙についての生徒アンケート結果と考察を発表 

      ・タバコを友だちに誘われたときの対応の仕方（断り方の例をロールプレイン 

       グ）を寸劇にして発表（ビデオ） 

      ・講師の講話（学校薬剤師）「喫煙と健康」、 質疑応答 

      ・学級にかえり、寸劇の続きを自分で考えワークシートに記入 

 

 

 

 

 

 

 

  （ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｿﾌﾄを利用して発表する生徒） 
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※平成17年11月18日（金） 

○ テーマ 「飲酒防止」 

○ 当日の内容 

・開会のあいさつで飲酒防止の意義や必要性を説明（保健委員長） 

・飲酒についての生徒アンケート結果と考察を発表（１年保健委員） 

・お酒を友だちに誘われたときの対応の仕方（３年保健委員） 

（断り方の例を弱気タイプ、けんかタイプ、はっきりタイプの３パターンに分けて紹介し、

生徒に考えさせる。） 

・講師の講話 精神科医師 「中学生と飲酒」 

・ＮＡ（薬物依存症回復自助グループのボランティア）の更生体験談 

・質疑応答（司会は２年保健委員） 

・お酒に対しての声明文発表 （２年保健委員） 

・講演の感想とお礼の言葉（保健副委員長） 

・学級にかえり、断り方をはっきりタイプで考えワークシート

に記入 

② 翔輝祭（文化祭）での発表 

定例の保健委員会で、発表のテーマを決め、事前調査、役割分

担、発表の仕方などを考え、準備をしていく。多くの保護者や地域の方も観覧されるので、そ

の事も念頭において、内容を考える。 

※平成15年度  テーマ「中学生とアルコール」 

※平成16年度  テーマ「朝食食べて元気いっぱい」 

        （和気町健康福祉課、和気町栄養委員と連携しながら） 

○実態調査 ・朝食についてのアンケート ・調査結果集計と考察 

     ・結果を保健委員会便りにして全校生徒へ配布 

○こんな朝ご飯が食べたい（献立コンテスト） 

・朝食献立コンテストの募集の呼びかけ（生徒保健委員会） 

・応募作品の吟味、優秀作品の選定（町栄養士、町栄養委員） 

・優秀作品４点を栄養委員さんが調理し、保健委員が試食し最優秀作品を決定 

○学校保健委員会 

・給食試食会をかねて、朝食についての協議 ・学校栄養士、町栄養士の講話 

(ｱﾙｺｰﾙﾊﾟｯﾁﾃｽﾄ) 
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（学校保健会） （文化祭展示） 

○翔輝祭（文化祭） 

・朝食献立コンテスト 優秀作品の実物展示 （町栄養委員） 

・朝ご飯食べようＰＲ（台本作成、ビデオ撮影、上映）   （生徒保健委員会） 

朝食が体に及ぼす影響や、学習や運動能率に大きく関わってくることなどをわかりやすく

紹介したり、朝食試食会の様子や、最優秀作品の発表を行った。 

※平成17年度 テーマ 「骨 ぐんぐん伸びろ！ どんどん強く！」 

○健康診断の身体測定結果や給食への取り組みなどを学校保健委員会で報告し、保護者へ理解

を求める。（養護教諭、学校栄養士、町健康福祉課栄養士） 

○生活についてのアンケート 、集計考察、結果の配布 

○和気町栄養委員さんと生徒保健委員との座談会で骨と栄養について語りあう。 

（生徒保健委員の意識の高揚を図る） 

○翔輝祭（文化祭）での発表  ・台本作成、ＶＴＲ制作 

・当日の舞台あいさつで取り組みの紹介 

・「骨 ぐんぐん伸びろ どんどん強く！」発表 

骨を伸ばしたり、強くしたりする事の大切さとその方法などをわかりやすく説明した。 

 

 

 

 

 

 

（骨密度検査） （朝ご飯の展示） 

○カルシウムたっぷり朝ご飯の展示（和気町栄養委員） 

○骨密度測定  ・事前に学級指導  ・測定、結果の配布 

文化祭での展示は、全校の生徒にはなかなか見てもらえないが、全体会場でのビデオ上映な

ら確実である。保護者への理解と協力が得られ、効果が大きい。 

③ 歯の健康づくり 

○歯みがきコンクール 

学期に１回、２週間クラス対抗歯みがきコンクールを行っている。全校集会で歯みがきの必
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要性を寸劇にして発表したり、コンクールへの積極的参

加を各クラスに呼びかけたりしている。コンクール中の

歯みがきの様子をビデオに撮り、全校へ放映して関心を

持ってもらうようにしている。また、コンクール参加へ

のさらなる意識付けのため、「歯みがきの替え歌」をコ

ンクール期間中に放送することを計画した。そのため、

全校生徒に「替え歌募集」をし、保健委員が優秀作品を

選び、歌い、録音し、コンクール中毎日放送した。 

○プロジェクトＷ 

ＷＨＫ（Waketyu Hokeniin Kai） プロジェクト Ｗ（White） 

和気中の生徒の歯をぴかぴか真っ白な歯にするという目的で、保健委員が各クラスで、歯に

ついての知識や技術を伝えて、歯の大切さを呼びかけている。具体的には、下記の項目につい

て養護教諭と学校歯科医が考え、準備したプリントに沿って内容を説明する。留意点としては、

保健委員が内容を良く理解し、知識と技術を自分のものとした上で、クラスの生徒に指導でき

るように練習をした。時間帯は、歯みがきコンクール期間中の帰りの会に行った。（一回当た

り３分～５分） 

No１ プロジェクトＷの説明、歯の成り立ち、歯の役目 

No２ むしばについて 

No３  歯肉炎について 

No４  歯科検診・歯の治療について 

No５ プラークコントロール 

No６ まとめの小テスト 

教壇に立ち、クラスのみんなに注目されながら歯の健康について語るのは、保健委員にとっ

て、新鮮な経験で、保健委員としての自覚がよりいっそう深まったと感じている。 

④ 給食に関する取り組み 

本校の保健委員は、給食の活動もしているので、毎週の給食台ふきんの管理や、給食着衣点

検表の作成などの、定期活動を行いながら、給食についての啓発活動を行っている。 

○「給食川柳」や「給食一行詩」の募集、優秀作品の選定、掲示、新聞投稿 

○「給食の希望献立」の募集 （学校栄養士が３点を選び、給食に登場） 

○給食時間中に栄養ミニ知識などの校内放送（毎日）。 

２）性教育 

① 学級活動 

各学年１時間から２時間の性教育の授業を行っている。学年会を持ち、指導の内容について

協議し、各クラスが同一歩調で行うようにしている。事前にアンケートをとり、実態に合わせ

た内容で、できるだけオリジナル教材を使うよう努力している。また、性教育を行うことを学

 

（プロジェクトＷ） 
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級便りや学年便りに載せ、保護者の理解を得るようにしている。 

② 性教育講演会 

ＰＴＡ研修部との共催で、３年生と全保護者対象に外

部講師による性教育の講演会を行っている。幸せな人生

を送るために不可欠な、望まない妊娠を避ける、性感染

症を防止するなどの内容まで含めて、性教育の総まとめ

として、「生と性」を考える機会を設けている。 講演後

の質問の時間には、多数の生徒が挙手をして自分の疑問

や意見を発表する場面が見られ、一生懸命に話を聞いて

いることがうかがわれる。また、講演会後には、感想文を書かせて、その内容を保健便りで紹

介している。 

また、町内の小学校の性教育担当者にも参加を呼びかけて、小学校と中学校の性教育の連携

について考えていく上での参考にしてもらっている。 

③ 職員研修 

性教育の現代的な課題や、最近の性教育の方向性や実践上の留意点、本校での取り組み方な

どを全職員で研修している。 

５ 課題 

健康教育を進めていくためには、学校、家庭、地域が一体となって取り組んでいくことが不可欠と

考え、さまざまな活動を推進してきた。しかし、地域には「健康の達人」的な人や組織があるはずで

ある。その人的財産を活用していくことも、今後の保健教育を進める上での有効な手段となるであろ

う。マンネリ化することなくさらなる目標を掲げ、新しい課題を見つけ、アイディアを活かした取り

組みをしていくことが必要である。 

「和気中学校を日本一の学校にする！」生徒たちの夢はとてつもなく大きい。しかし、これこそが

教育目標の最終到達地点ではなかろうか。その具現化のために、より質の高い健康教育を進めていき

たい。 
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生涯の健康づくりに主体的に取り組む生徒の育成 

～地域関係機関と連携して行う生徒保健委員会活動～ 

 

香川県高松第一高等学校 

１ 学校紹介 

本校は、昭和３年４月、高松市民の要望と期待に

応えて開校した県下唯一の市立高等学校である。今

年で創立78周年を迎え、高い教育理念と個性あふれ

る教職員の指導のもと、充実した学習指導と行きと

どいた進路指導で近年特に飛躍をとげている。 

生徒数は1010名、普通科と音楽科の26学級からな

る全日制の高等学校で、生徒のほとんどは、大学に

進学する。普通科では、進路目的に適合した様々な

コースを設定し、外部講師を招いての特別講義の実施、海外研修や外国人講師の招へい等それぞれの

コースの特性を生かした教育課程を編成、音楽科では、将来優れた音楽家及び音楽教育者として活躍

できるよう、音楽関係の大学への進学を目標に、専門技能と一

般教養の調和のとれた学習指導を進めている。 

生徒たちは、自由な校風のもと、「夢、挑戦、そして感動」

を胸に、自主自律の精神を育てながら、部活動や生徒会活動等

の教科以外の教育活動にも積極的に取り組んでおり、国体や全

国大会に出場する運動部・文化部も多い。 

保護者や地域の人たちの学校教育への関心は高く、健康教育

にも理解があり大変協力的である。また、本校が高松市の市街

地に位置し、各種施設、保健所や保健センターなどの公共機関が近くにあって、大変利用しやすく活

用できることも健康教育を推進する上で恵まれていることである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国大会出場 合唱部

英国研修 スキー研修 種子島・屋久島研修 
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２ 学校保健目標 

健康の価値を認識し、生涯の健康づくりに主体的に取り組む生徒を育成する。 

３ 学校保健の課題 

（１）生活習慣病予防教育 

生涯にわたって健康な生活を送ることができるように、高校生の時代からよりよい生活習慣を

身につけさせる。特に受験勉強で生活が夜型になるので、自分に合った学習能率の上がる生活リ

ズムを確立させる。 

（２）豊かな人間形成を目指す性・エイズ教育 

生命尊重、人間尊重、男女平等の精神に基づく正しい異性観を持ち、望ましい行動選択ができ

るようにする。 

（３）自他を大切に思う心を育てる喫煙・飲酒・薬物乱用防止教育 

敷地内禁煙が定着し大人だけでなく生徒にも喫煙の害については理解が深まってきているが、

将来にわたってもなお、喫煙しない態度を育てる。飲酒・薬物乱用については、卒業後を見通し、

いろいろな環境や状態の中にあっても適切な意志決定や行動選択ができるようにする。 

（４）心の健康づくり 

青年前期の不安定な時期の心の変化や成長に目を向けさせ、豊かにたくましく生きるために必

要な態度や習慣を身につけさせる。また、不調を早期に発見し、支援できるように日頃から関係

者の連携を図る。 

４ 地域関係機関と連携して行う生徒保健委員会活動 

（１）生活習慣病予防教育 

① 生徒保健委員会による健康づくり活動 文化祭「健康展」 

生徒保健委員会は、生徒たちの健康づくりのサポーターとして、いろいろな活動をしている

が中でも平成５年度から始まった文化祭の「健康展」は今年で13回目を数えている。将来を見

通し、若いときから健康づくりに目を向けてもらえるにはどうすればよいかを考えながら、一

方的な情報提供だけでなく、クイズや検査・測定を取り入れた来場者参加型の催しにしている。

また、高松市保健所の保健師や保健センターの管理栄養士などにも協力してもらい、健康測定

や保健指導・食事指導が受けられるように計画している。 

ア 文化祭｢健康展｣のテーマと実施内容 

・平成９年度「高校生の生活習慣病予防」 

ネーチャーゲームで食生活診断（５分間で自分の好きな食品10点を選んでもらい、食生活診

断を実施） 

生活習慣病に関するパネル展示（生徒作成）・体脂肪測定・骨強度測定・血圧測定・呼気中

ＣＯ濃度測定など 

・平成10年度「楽しい健康づくりへの招待～心が変われば体が変わる～」 

食生活見直しクイズとパネル展示・体脂肪等の測定 
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・平成11年度「高校生の生活習慣病予防 ～今から始める健康習慣づくり～」 

生活習慣病＆食生活クイズとパネル展示・体脂肪等の測定 

・平成12年度「人生70万時間時代 ～元気で楽しく生きるために～」 

お弁当から見る食生活診断とパネル展示・体脂肪等の測定 

・平成13年度「ストレスと上手に付き合おう」 

ストレスチェックとストレス診断・解消法やリラクゼーション 

・平成14年度「危険なダイエット 上手なダイエット」 

体型についての意識調査と実際の体脂肪の測定・パネル展示 

・平成15年度「知って 防ごう性感染症」（性教育の項目に記載） 

・平成16年度「人生は健康一番！ 自分の体をよく知ろう」 

健康生活チェック・アルコールパッチテスト・パネル展示と体脂肪等測定 

高松市保健所から保健師がきて検査や指導に協力 

・平成17年度「今から始める 健康づくり～高校生の食生活 おいしく、楽しく、健康的

に！！～」 

骨密度・体脂肪・血圧測定、食品の塩分糖分測定とパネル展示 

高松市保健センターから管理栄養士・保健師がきて食事指導・生活指導 

イ 文化祭「健康展」の成果 

･ 生活習慣病など健康については、時々気にすることはあっても普段は意識していない生徒

が多いが、「健康展」に参加して、実際に生活習慣や食習慣のチェックをしたり、各種検査

を受けたりすることによって、生活を見直したり、健康について意識する生徒が増えている。 

･ 毎年継続して実施することによって、「昨年と比べて今年は体脂肪が減った」「骨が強くな

った」などと、自分の体に関心を持ち、進んで健康づくりに取り組む生徒が育っている。 

･ 生徒は検査結果や生活習慣調査について、栄養士や保健師の話をきくことができ、納得が

できるようである。また、保健所の仕事についても関心が高まっており、双方の連携が深ま

ってきている。 

･ 生徒だけでなく、地域の方にも参加してもらい、保健委員会の活動が期待されるようにな

ってきた。毎年、健康展で各種検査や催しに参加することを楽しみにしてもらっている。 

･ 保健委員はパネル作成や検査を担当するに当たり、生活習慣病について調べたり研究をし

たりすることにより、たくさんの知識を得ることができ、自ら健康づくりを実践するだけで

なく、校内に広げようとする意欲が高まっている。 
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平成17年度 健康展「今から始める 健康づくり」 

部屋に入ったらまず、ヘルスチェックをして、

自分の生活を振り返ります。 

血圧測定 

ヘルスチェック 

骨密度検査 

健康づくりのヒントがいっぱいパネル展示 

栄養士・保健師の説明や指導を受ける ふだん口にする食品の中の塩分糖分を確認、 

一日の標準摂取量と比較してもらう 
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② 生徒保健委員会による研究調査発表 

生徒保健委員会が健康課題について研究調査したことを、学校保健委員会の協議題としたり、

自分たちだけの問題としてではなく、全校集会でみんなに伝え、主体的健康づくりへの取組を

広げている。 

ア 研究調査発表のテーマの例と内容 

・一高生のストレスとその解消法 

過度に詰まったスケジュールや受験戦争の中で、一高生はいったい何に対してストレスを感

じ、どうやって解消しているか、また、先生や親など周囲の人に何を求めているのか実態調査

をしたり、ストレス解消法について調べたりして発表した。 

・一高生の体型に関する意識と実態 

実際の体型では「やせ」や「ちょうどよい」にもかかわらず、やせ願望を持つ人が多い実態

が明らかにされた。やせ願望と自分に対する満足度（自己受容度）との関係についても調べて

みた。やせた人がかっこいいという風潮について、健康づくりの面から考え直そうと訴えた。 

・一高生の健康づくりについての意識と実際の体調 

食生活には気をつかっている生徒が多いが、勉強や塾通い等で運動不足や睡眠不足気味の生

徒が多い。めまい・腰痛・胃腸の具合不良などの体調不良の生徒は骨評価値が低い傾向にある

ことを発表した。 

イ 発表の成果 

自分たちの意識調査や実態についての発表がなされるので、興味をもって聞き入れてもらえ

ており、全校に健康づくりを輪を広げることができている。 

（２）性・エイズ教育 

① 生徒保健委員による「AIDS NEWS」編集発行 

平成５年度に文部科学省の「エイズ教育推進地域指定事業」で研究協力校になったことをき

っかけに編集発行を始めた。エイズについては時代とともに、常に新しい情報があり、それら

をどう全校生に伝え関心を持ってもらえるか、編集会議で話し合い工夫しながら編集している。

また、紙面だけでなく、校内ランを通じて各教室のパソコンにスライドショーを送り、映像で

見てもらったりしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

高松市保健所で取材 エイズニュース編集委員会 
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② 健康展 「知って 防ごう性感染症」 

文化祭のテーマに「性感染症」を取り上げ、生徒保健委員会が作成した「性感染症クイズ」

やパネル展示を実施した。また、当日は高松市保健所・保健予防課エイズ予防担当の保健師に

きてもらい「性の相談コーナー」を設けたり、会場でエイズのメッセージキルトを作成したり

した。このメッセージキルトは、世界エイズデーに市役所ロビーに展示されたり、近隣の大学

祭におけるエイズ予防キャンペーン事業にも活用されている。文化祭で取り上げるテーマとし

て、関心をもってもらえるものかどうか、生徒保健委員の中には心配する者もいたが、多くの

人に来てもらえるよう内容や方法を工夫したせいか700名を越える来場者があった。 

ＡＩＤＳ ＮＥＷＳ スライドショーの一部

ＡＩＤＳ ＮＥＷＳ
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（３） 飲酒・喫煙・薬物乱用防止教育 

① 生徒保健委員会による薬物乱用防止教室 

薬物乱用防止教室には、保健委員会が事前に全校生を対象に意識や知識調査を行ったり、ク

イズを実施したりして、その結果をまとめて発表している。クイズについては正解者の多かっ

たクラスの発表をしたり、また、その結果をふまえて講演をしてもらったりして、生徒達の関

心や意欲を高めるように工夫した。 

② ポスター・標語の作成 

全国防犯協会主催「全国地域安全運動」のポスター・標語募集に薬物乱用防止に関する作品

を出品し、多くの者がよい成績を残している。また、優れた標語は、校内に掲示し、全校生に

紹介している｡ 

５ 生徒保健委員会活動の成果と健康教育の課題 

（１）保健委員の意識が、健康診断や欠席調査など保健管理の面だけでなく、健康づくりを積極的に

推進する活動にも目を向けられるようになってきた。 

（２）生徒保健委員会が、常に身辺の健康問題に目を向け、必要に応じて調査や研究をし、その成果

や結果を全校生に伝えていくことで、健康づくりに関心を持つ生徒職員が増えてきている。 

（３）保健所など地域関係機関の協力を得ることで、保健指導の成果が上がったり、将来、これらの

機関を活用しやすくなったりするなど、理解が深まっている。 

（４）学習指導が中心の学校生活の中で、今後、健康教育の場や機会をいかに確保していくかが課題

である。社会の変化に対応しながら、長く継続していきたい。 

健康展 「知って防ごう 性感染症」

Happy body クイズに挑戦 わからないときはパネルを見て参考に 

わからないことや気になることは保健師に 

持ち帰れる 

パンフレットも用意 

Talk about HIV/AIDS みんなの声をキルトに 
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学校・生徒・保護者・地域の連携と協働をめざして 

 

大阪府立泉北養護学校 

１ 学校紹介 

１）本校の概要 

本校は大阪府南部の堺市に位置し、平成11年４月に病弱養護学校から知的障害の養護学校に改

編された学校で、大阪府内の養護学校では唯一の高等部単独校である。生徒数は１年38人、２年

48人、３年46人、合計132人である。それぞれがスクールバス、電車、自転車、南海バスを使っ

て元気に通学している。 

日常生活の自立を図り、さまざまな経験を通して生活を広げ、社会参加を目指すことを教育目

標として掲げ、以下の３点を指導目標とし日々の教育活動を行っている。 

○ 基本的生活習慣の確立を図る。 

正しい生活習慣を身につける。 

仲間を意識し、集団での活動に参加する。 

○ 健康なからだをつくり、体力の向上を図る。 

規則正しい生活リズムを確立する。 

すすんで運動しようとする習慣を身につけ、からだ全体を使った活動を楽しむ。 

○ 基礎的な学習能力や作業能力を身につける。 

人や物への興味・関心を高め、コミュニケーション能力を育む。 

作業学習をとおして、集中・持続して取り組む態度を養う。 

社会の一員としてより豊かな生活をしていくために必要な力を身につける。 
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２ 実践記録 

１）学校運営方針と健康教育 

○生徒一人ひとりの発達段階や障害の状況を的確に把握し、すべての教職員の共通理解を図る。 

○日々の生徒の変化に注意を払い、家庭との密接な連携のもと、生徒の心身の健康・情緒の安

定・障害の軽減を図る。 

○社会的自立に向けての健康指導を日常生活学習などすべての場面で行う。 

２）学校保健（安全）計画 

① 健康観察 

・朝のＨＲの時間における健康観察 

・保護者との連絡帳の記載事項の確認 

・一人ひとりの障害の把握を教職員全員で共有する。 

② 健康（保健）管理 

・定期健康診断を実施し、その結果から一人ひとりの健康面について家庭と連携をとりながら

適切な対応をとる。毎月体重測定を実施し、健康指導を行う。 

・知的障害のある生徒の行動を予測し、校内すべての場所の施設設備の安全を図る。 

・障害のある生徒の情緒の安定を図るため校内の美化に努める。 

③ 健康指導 

・適切な相談機能を果たす。 

・体育等の学習を通して基礎体力の向上を図る。 

３）健康教育の推進体制 

○ 環境保健部 （月１回開催） 

・保健係  心身ともに健康な生活が送れるよう、望ましい生活習慣を身につける。 

・給食係  毎日給食を楽しく食べられることにより食の体験を豊かにし、望ましい食習慣を

身につけるとともに給食当番活動を通じて清潔感や協調性を養う。 

・安全係  環境を整備し美化に努める。 

緊急時や災害時に安全に避難することができるようにする。 

○ 安全衛生委員会 （年６回開催） 

・教職員の健康の保持・増進を図る。健康管理、健康相談、健康診断 

・職員の安全の保持管理対策に努める。 

・快適な職場環境の形成の保持をする。 

○ スクールカウンセリング委員会 （随時開催） 

・カウンセリングのサポートを受けることにより、日常生活の自立を図り、社会の一員として

豊かな毎日を送るために必要な力を自ら身につける。 

○ 研修部とともに 救急法・水泳安全講習等の開催 

○ 保健だよりによる 健康情報の広報 
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４）環境整備（アドプト・ロード） 

学校の健康管理の一つに施設環境の整備が挙げられる。環境整備

には「①心身の発達を促し、健康を保持する。②生徒の心身の安全

を守る。③学習能率を向上させる。④清潔で、美しく、快適な生活

で情緒を安定させる。」というねらいがある。本校では学校の内部

から地域へと環境整備の範囲を広げ、生徒自身の働くことの理解と、

地域の方々の障害児理解をめざしている。 

この活動は「アドプト・ロード」という清掃活動である。アドプ

トとは「養子にする」という意味で、平成14年に大阪府と堺市より

「アドプト・ロード原山台」の認証をもらい、学校周辺の清掃活動

を担当している。これは大阪府アドプト・ロードプログラムにより、

道路（歩道部）の一定区間を地元自治会や企業などのボランティア

団体が関係市町村や大阪府と協力し合いながら継続的に清掃や緑化

などの活動を実施し、地域に愛されるきれいな道路作りや地域の環

境の美化に取り組む制度である。 

具体的な活動については、生徒は登校するとまず教室、廊下、ト

イレの清掃をする。次に、各学年毎週1回「合同作業」という授業の時間に、30人ぐらいのグル

ープを作り、軍手をはめ、火ばさみを持ち、教職員とともに学校から公園、駅までをゴミを集め

ながら歩く。信号のそば、交差点の付近、駅、公園、コンビニ付近にゴミが多くあり、生徒はこ

の活動を通じて集団活動や労働の意義を学ぶ。地域の人々からも「ありがとう」「よくがんばっ

ているね」「ご苦労様」と声をかけられることもある。 

道路のごみ収集という環境整備を通して、地域の方々とつながる本校の健康管理の重要な取り

組みのひとつである。 

この「アドプト・ロード」の取り組みは、平成16年度の大阪府高等学校保健会の保健研究発表

大会で発表を行い、高い評価を得るとともに、一般高等学校の生徒にも理解が得られた。 

 

５）学校保健委員会 

① 開催回数   １年１回 

② 協議題等 

議題 出席者 所要時間 主な成果 

・今年度の活動報告 

・生徒の生活実態と健康問題

に 関 す る ア ン ケ ー ト 報 告

（平成16年度） 

・養護学校高等部における性

教 育 の 取 り 組 み に つ い て

（平成17年度） 

学校三師、校長、

教頭、事務長、部

主 事 、 環 境 保 健

部、ＰＴＡ、養護

教諭 

１時間30分 健康問題の共通認識を図

り、それぞれの立場で問

題点をとらえることがで

きた。 
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③ 平成17年度学校保健委員会 

日 時  平成17年10月31日（月）13時30分～15時00分 

場 所  本校集会室 

参加者  学校医 学校歯科医 学校薬剤師 PTA 校長 教頭 事務長 部主事 

環境保健部 

内 容  ⑴始めの挨拶  ⑵委員の紹介  ⑶自己紹介 

     ⑷環境保健部の今年度の活動報告 ●保健  ●給食  ●安全 

     ⑸発表「養護学校高等部における性教育の取り組みについて」（資料参照） 

     ⑹感想（保護者）・全校的に継続して取り組んでいってほしい。 

             ・グルーピングを細分化して指導してほしい。等 

 

④ 学校医、学校歯科医、学校薬剤師の活動状況 

 主な活動内容 

内 科 健康診断、健康相談、産業医業務、学校保健委員会 

眼 科 健康診断 

耳鼻科 健康診断、学校保健委員会 

学 

校 

医 
精神科 健康診断、学校保健委員会 

学校歯科医 健康診断、学校保健委員会、学校協議会 

学校薬剤師 環境衛生検査、環境衛生指導 

 

３ 資料 

１） 特徴的な活動 

① 重点とねらい 

知的障害養護学校の大きなテーマが「就労と地域」である。障害者が就労に必要なことは、

生活自立、社会自立をすること。即ち健康に関する知識を体験し、体力づくりをすることもそ

の一つである。これを実践するため、教育課程に取り入れている。 

一般には障害に対し、まだまだ偏見があるということを払拭するためには地域へ積極的に入

り込むことが必要である。 

② 計画と実践 

○ 朝のランニング 

一日の流れの中で、朝一番に新陳代謝を高め、心身を活性化させる。持久力を高め、体力

向上をはかることをねらいとして、10分～12分ランニングを実施している。体力の向上と、

自主的な行動を生徒自身が取れるようになっている。 

○ 歩行学習 

各自の体力に合わせた長い距離を歩くことにより、体力の向上を目指す。学校近辺の身近
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な自然に触れることをねらいとして、学期毎に１回、計３回実施している。健康状態や、歩

行能力により距離を考え班分けをしている。15ｋｍ歩行には、生徒の60％が参加するなど体

力の向上が見られる。 

○ 給食 

『食べる』ということは、１「いのちの源」であり、２「次の世代に伝える文化」である。

内容が豊かで、質の良いものが大切である。そして、友だちや先生と楽しく食べることや当

番活動によって、清潔にすること、協力し合うこと、決まりを守ることなど社会の一員とし

て自立（自律）していく土台を学校給食という場面で築いていく。 

給食後の歯磨き指導も生活自立のため、それぞれの能力に合わせ工夫しながら指導してい

る。 

○ アドプト・ロード 

前述の通り 

○ 性教育の取り組み 

後述の通り 

２）性教育の取り組みについて 

① シリーズ性教育を実施するにあたって 

＜性教育の必要性＞ 

・高等部という思春期に入り個人差は見られるが、大半の生徒が性への関心を示している。ま

た生徒相互の異性との友人関係の中で、性的な事案も発生している。 

・性的な被害に遭う恐れもあり、正しい知識を早めに指導することが予防にもつながる。 

＜性教育のねらい＞ 

・高校生という年齢を考えたスキンシップのあり方の指導。 

・「人のからだ」「からだの働き」など衛生、健康などの課題とも同時に学習する。 

・命の大切さや人間関係のつくりかた、愛情の表現の仕方など幅広く学習する。 

② 学習グループ分け 

・生徒の性的なことへの関心、理解度、また学習集団の適度な大きさから生徒を５つのグルー

プに分けて指導した 

・性教育の時間は通常の「社会生活」の時間とは異なる生徒のグループ分けで実施する。 

・指導担当者には必ず女性教員、男性教員が入るようにする。 

③ 「シリーズ性教育」の指導計画と指導案 

・平成14年度３回、平成15年度３回、平成16年度２回、のシリーズとして実施した。 

・平成14年度、平成15年度とも第１回は全体学習とし、第２回、第３回は各グループで授業計

画をたてて実施した。 

・授業は70分を単位として実施した。 

◆全体学習 平成14年度 
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「出産と子育てを体験して」あかちゃんの成長の記録（スライドショー）、体験談 

「こんなに大きくなったよ」生徒の赤ちゃんの時の写真と今を比較（スライド） 

「からだ元気かな」歌に合わせてポインティング、からだのしくみの学習 

◆全体学習 平成15年度 

「出産」（ビデオ） 

④ その他 

・指導に先立って保護者に性教育に求めるもの、家庭で困っていることなどについてアンケー

ト調査を実施した。 
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